
広報やすぎ

地域をつなぐ行政情報誌

●
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
＆
総
合
戦
略
　
●
な
か
う
み
マ
ラ
ソ
ン
全
国
大
会
　
●
や
す
ぎ
の
水
道

●
平
成
28
年
度
入
所
（
園
）
児
募
集
　
●
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
　
●
市
政
ト
ピ
ッ
ク
ス

●
た
う
ん
と
ぴ
っ
く
す
　
●
ジ
ョ
ー
ホ
ー
の
森
　
●
昔
さ
ん
ぽ
　

特
集  

輝
く
女
性
の
チ
カ
ラ

© 安来市

●高齢者・視覚障がい者向け読上げ装置専用のＳＰコードを、全ページに掲載。
コード横の切り込みは、その位置を示します。 Vol.

月号
平成2７年11月20日発行 134

122015．

安来市の人口と世帯数　　 　平成27年10月31日現在

人　口 ･･･男19,337人　 女21,104人　 合計40,441人

世帯数･･･14,172 世帯　

なねと かげ

「
安
来
市
女
性
消
防
団
」

　　
　私たちで守る　地域の安全



今月の表紙 

　消防団服に身を包む安来市女性消防団
員。年齢や職種はさまざまですが、「安
来を災害や火災から守る」という思いは
一つです。
撮影日　10月10日
場　所　安来市消防庁舎
※関連記事を７ページに
掲載しています。
　　　　

「地域の安全、私たちの手で」
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原
子
力
発
電
所
で
重
大
な
事
故
が

発
生
し
た
と
想
定
し
、
10
月
23
日
と

25
日
、
島
根
・
鳥
取
両
県
内
で
原
子

力
防
災
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

▽
初
動
対
応
訓
練
（
23
日
）

　

訓
練
は
、
島
根
原
発
２
号
機
の
事

故
で
放
射
性
物
質
が
外
部
に
放
出
し

た
と
想
定
し
た
も
の
。
原
発
か
ら
連

絡
を
受
け
、
安
来
署
な
ど
関
係
機
関

と
の
情
報
共
有
や
、
国
や
県
、
原
発

か
ら
30
㌔
圏
内
の
自
治
体
な
ど
と
の

通
信
連
絡
、
市
対
策
本
部
会
議
開
催

な
ど
の
対
応
を
確
認
し
ま
し
た
。

▽
住
民
避
難
訓
練
（
25
日
）

　

十
神
地
区
の
住
民
約
50
人
が
参
加

し
ま
し
た
。
行
政
告
知
端
末
と
外
部

ス
ピ
ー
カ
ー
で
訓
練
開
始
を
放
送

し
、
一
時
集
結
所
の
第
一
中
学
校
に

集
合
。
原
発
か
ら
30
㌔
圏
外
と
な
る

は
く
た
文
化
学
習
館
に
バ
ス
で
移
動

し
、
原
発
事
故
発
生
時
の
対
応
方
法

な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
鳥
取
県
伯
耆
町
の
岸
本

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
に
バ
ス
で
移

動
。
安
来
・
米
子
・
境
港
市
の
住
民

が
、
国
の
基
準
に
基
づ
き
、
体
に
付

着
し
た
放
射
性
物
質
を
検
知
す
る
退

域
時
検
査（
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
）

を
受
け
た
ほ
か
、
車
両
の
除
染
活
動

の
見
学
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
市
で

は
、
訓
練
を
検
証
し
、
避
難
計
画
に

盛
り
込
む
予
定
で
す
。

広報やすぎ　2015年12月

100 機関・2800 人が参加
島根県原子力防災訓練

２

▶
市
災
害
対
策
本
部
会
議
の
様
子
。

国
・
県
・
周
辺
自
治
体
な
ど
と
テ
レ

ビ
会
議
も
実
施
。

▲第一中学校から
バスで移動。

▲一時集結所の第一中学校に向
かう十神地区の皆さん。

●
住
民
避
難
訓
練
（
10
月
25
日
）



　

前
総
務
省
自
治
財
政
局
長
で
、
島

根
県
総
務
部
長
を
務
め
た
、
椎
川
忍

氏
（
現
・
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
理

事
長
）
を
講
師
に
招
き
、
10
月
30
日

に
安
来
市
地
方
創
生
講
演
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

地
方
創
生
と
は
、
人
口
減
少
・
少

子
高
齢
化
と
い
う
わ
が
国
が
直
面
す

る
喫
緊
の
課
題
に
対
し
、
各
地
域
が

特
徴
を
活
か
し
た
持
続
的
な
社
会
を

築
け
る
よ
う
に
、
政
府
と
地
方
が
一

体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る
も
の

で
す
。

　

会
場
と
な
っ
た
伯
太
中
央
交
流
セ

ン
タ
ー
（
わ
か
さ
会
館
）
で
は
、
職

員
を
は
じ
め
、
交
流
セ
ン
タ
ー
や
地

域
活
性
化
に
取
り
組
む
市
民
な
ど
約

１
５
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

椎
川
氏
は
、
地
方
創
生
と
は
30
～

50
年
後
の
子
や
孫
の
た
め
の
地
域
存

亡
問
題
だ
と
し
、
子
育
て
世
代
の
獲

得
と
出
生
率
の
向
上
が
鍵
だ
と
説
き

ま
し
た
。ま
た
成
功
す
る
た
め
に
は
、

「
地
域
と
し
て
目
標
が
あ
り
、
人
材

が
豊
富
、
自
立
心
が
旺
盛
、
地
域
経

済
の
循
環
が
で
き
て
い
る
な
ど
、
国

や
市
な
ど
で
は
な
く
、
地
域

が
主
導
し
て
行
く
こ
と
が

重
要
」
と
訴
え
ま
し
た
。

　

災
害
時
に
お
け
る
市
お
よ
び
防
災
関
係
機

関
の
相
互
協
力
体
制
の
検
証
、
市
民
参
加
に

よ
る
地
域
防
災
力
の
向
上
な
ど
を
目
的
に
10

月
３
日
、
伯
太
庁
舎
周
辺
で
総
合
防
災
訓
練

を
行
い
ま
し
た
。

　

訓
練
は
、
島
根
県
東
部
を
震
源
と
し
た
震

度
６
強
の
内
陸
地
震
が
発
生
し
、
伯
太
地
域

で
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
た
と
想
定
し
た
も

の
。
自
主
防
災
組
織
の
皆
さ
ん
に
よ
る
初
期

消
火
や
応
急
担
架
の
作
成
な
ど
火
災
対
応
や

人
命
救
助
の
ほ
か
、
物
資
補
給
訓
練
な
ど
を

実
施
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
安
来
市
が
開
発
に
協
力
し
、
災
害

時
な
ど
に
利
用
で
き
る
無
線
回
線
通
信
の
実

演
の
披
露
も
あ
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
訓
練
な
ど
を
重
ね
、
災
害
に
強
い

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　

平
成
11
年
か
ら
整
備
が
進
め
ら
れ

て
い
た
伯
太
・
吉
田
・
広
瀬
を
結
ぶ

基
幹
道
路
・
安
能
地
区
広
域
営
農
団

地
農
道
（
総
延
長
10
・
８
㌔
）
が
11

月
９
日
、
全
線
開
通
し
ま
し
た
。

　

上
吉
田
町
で
行
わ
れ
た
開
通
式
で

は
、
事
業
主
体
の
島
根
県
、
沿
線
自

治
会
、
市
な
ど
の
関
係
者
が
出
席
。

開
通
を
祝
い
、
農
産
物
の
流
通
活
性

化
な
ど
の
効
果
を
祈
念
し
ま
し
た
。

　

開
通
式
を
見
学
し
た
永
島
真
也
さ

ん
（
広
瀬
町
）
は
、「
広
瀬
・
伯
太

間
が
近
く
な
り
便
利
に
な
る
。
利
用

し
た
い
」と
開
通
を
歓
迎
し
ま
し
た
。
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住民ら 200 人が参加
安来市総合防災訓練

11 月９日から供用開始
安能広域農道開通式

▲避難に使用したバスの除
染活動の様子。 ▲伯耆町の会場での

退域時検査の様子。

▲竹ざお２本と毛布を使い応急担架を作成
する参加者。

▶
開
通
式
で
、
広
瀬
幼
稚
園
の
鼓
笛

隊
を
先
頭
に
パ
レ
ー
ド
す
る
参
加
者
。

地域活性化センター椎川氏
地方創生のヒントを伝授



「社会減」の抑制
10代後半～30代の人口流出の抑制

●ＵＩターンなどによる転入者を28人（2014 年）
から126人（毎年）にします

● 20～30 代の結婚・住居・雇用などを要因とす
る社会移動を年間▲129人（2013年）から年

　＋26人（2015～2019年の平均）にします。
・地元就職の増加
・結婚・住宅を理由とした流出の抑制

●相談窓口を通じたＵＩターン者数

・定住サポートセンター事業の推進　・情報発信の強化
・お試し住宅の整備　・地域おこし協力隊の隊員の確保

●住宅支援の補助件数

・住宅取得補助金の拡充
・賃貸住宅建設補助金の新設
・空き家の利活用の推進（空き家バンク登録、改修費用助成など）

●ものづくり産業、農林業への支援による新規雇用者数

・企業立地の促進（工業団地の整備、小規模な企業誘致の促進）
・特殊鋼をはじめとするものづくり産業への支援　・創業支援　・起業支援
・木質バイオマスの促進など地元森林資源の活用による林業従事者の雇用先確保
・官民学連携による介護人材の雇用先確保
・就農定住パッケージ事業による新規就農者の雇用先確保

基本目標３　住環境を向上し、市民の定住意識を高める　
基本目標４　多種多様で魅力的な “地

じ げ

域” を形成する　

■今後５カ年の指針となる４つの基本目標を定め、５年間（2019年度まで）の各分野の　　　　　　　　重点的施策目標を設定しました　

「自然減」の抑制
出生率アップ

●出生率1.56（2008～2012年）を2040
年（平成52年）に2.07に引き上げます。

●出生数267人（2013年）を272 人（2015
～2019 年の平均）に引き上げます。
・未婚率の引き下げ　
・初婚年齢の引き下げ
・夫婦の出生数の増加

２０１４年　　
　２８人

定住

住居

雇用

2019 年　

　１２６人 （毎年）

２０１４年
　　３件

2019 年

　５５０件 （累計）

２０１４年
　　５５人 （累計）

2019 年

　１３５人 （累計）

■問い合わせ　定住企画課℡２３- ３０５９

　安来市では、まち・ひと・しごと創生法の施行に伴い、人口の現状を分析し、安来市が今後目
指すべき将来の方向と人口の将来展望を示す「安来市人口ビジョン」を策定しました。この人口
ビジョンを達成するために策定したのが「安来市まち・ひと・しごと創生総合戦略」で、今後 5 
カ年の目標・施策の基本的方向性や施策を示しています。今回はその概要をお知らせします。

　今後目指すべき将来の方向

＜社会減の抑制のための重点施策目標＞

広報やすぎ　2015年12月４



（ 　　 ）

安来市人口ビジョンおよび
安来市まち・ひと・しごと創生総合戦略を策定しました

3万人

　
  ２

０６
０年の人口目標

●「はぴこ交流サロン」を通じた成婚数

　
　 　　　

・結婚相談「はぴこ交流サロン」の拡大、充実
・企業、商工会議所等との連携による、結婚協力員の育成

●認定子ども園への移行数

・認定子ども園への移行　・放課後児童クラブの充実
・一般不妊治療費助成の拡充　・子宮頸

けい

がん検診受診者数の増加
・みんなで子育て応援事業の実施　・子育て支援サイトの立ち上げ
・子育て支援の拠点づくり

●未就学児の英語に親しむ活動の実施率

・基礎学力の向上　・幼稚園からの英語教育
・ふるさと教育の充実

基本目標１　若い世代の結婚・出産・子育てを “支
て ご

援” する
基本目標２　産業振興により、若者に魅力ある雇用の場を創出する

　人口減少を抑制し、
魅力的で持続可能なま
ちづくりを推進します。
2060年、国立社会保障・
人口問題研究所が推
計した安来市の人口約
21,000人に対し、人口
30,000人を維持します。

安来市人口４０，４４１人
2015年10月31日現在

■今後５カ年の指針となる４つの基本目標を定め、５年間（2019年度まで）の各分野の　　　　　　　　重点的施策目標を設定しました　

結婚

出産・子育て

教育

２０１４年

　　０組

2019 年　

　５０組

２０１４年

　　０箇所

2019 年

　１４箇所

２０１４年

　　０％

2019 年　
　１００％

　安来市人口ビジョン、安来市まち・ひと・しごと創生総合戦略の詳細は、市のホー
ムページにて確認できます。また、１月に説明会を開催します（詳細は次号）。12月
からは出前講座のメニューに加え、希望される皆さんの元へ出向いて説明します。

安
来
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略

安
来
市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン

　●将来（2060年）の安来市の人口目標が決まりました

＜自然減の抑制のための重点施策目標＞

広報やすぎ　2015年12月 ５



特集　輝く女性のチカラ
地域や社会で様々なことに挑戦し輝いている女性がいます。

今回は安来でキラリと光る女性の皆さんの活躍をご紹介します。

interview

広報やすぎ　2015年12月６



安来市女性消防団

　

日
頃
は
各
々
の
職
業
に
専
念
し
、

災
害
等
の
際
に
出
動
す
る
消
防
団

員
。
地
域
の
安
全
を
守
る
た
め
に
欠

か
せ
な
い
存
在
で
す
。
安
来
市
に
は

女
性
で
結
成
さ
れ
た
女
性
消
防
団
が

あ
り
ま
す
。
現
在
、
会
社
員
・
自
営

業
な
ど
、
30
代
～
50
代
の
隊
員
18
名

が
所
属
し
て
い
ま
す
。

　

10
月
15
日
、
女
性
消
防
団
員
が
消

火
技
術
を
競
い
合
う
全
国
女
性
消
防

操
法
大
会
に
、
安
来
市
の
女
性
団
員

が
県
代
表
と
し
て
出
場
し
ま
し
た
。

今
回
は
、指
揮
者
の
横
山
睦
子
さ
ん
、

４
番
員
の
原
田
志ゆ

き

子こ

さ
ん
に
女
性
消

防
団
の
活
動
や
大
会
の
印
象
を
聞
き

ま
し
た
。

●
全
国
大
会
に
つ
い
て

（
横
山
）
練
習
は
今
年
の
２
月
か
ら
、

消
防
本
部
で
始
め
、
５
月
に
見
学
し

た
鳥
取
の
女
性
消
防
団
の
操
法
に
刺

激
を
受
け
、
闘
争
心
に
火
が
付
き
ま

し
た
。
６
月
に
市
の
操
法
大
会
で
披

露
し
て
か
ら
週
２
回
の
練
習
、
８
月

か
ら
は
週
３
回
に
増
や
し
ま
し
た
。

や
は
り
家
族
に
感
謝
で
す
。
理
解
し

て
応
援
し
て
も
ら
っ
た
こ
と
が
あ
り

が
た
か
っ
た
で
す
。

（
原
田
）
大
会
で
は
標
的
の
ボ
ー
ル

を
落
と
す
の
で
す
が
、
放
水
を
始
め

た
途
端
、
強
風
が
吹
き
ボ
ー
ル
に
な

か
な
か
当
た
ら
ず
タ
イ
ム
オ
ー
バ
ー

を
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
残

念
で
し
た
が
、
今
ま
で
で
一
番
き
れ

い
な
操
法
が
で
き
た
と
満
足
し
て
い

ま
す
。

●
女
性
消
防
団
の
普
段
の
活
動
は
？

（
原
田
）
消
防
団
の
行
事
参
加
や
防

災
の
広
報
な
ど
で
す
。
そ
れ
か
ら
民

生
委
員
と
一
緒
に
独
居
の
お
年
寄
り

の
お
宅
の
訪
問
も
し
て
い
ま
す
。

（
横
山
）
行
方
不
明
者
の
捜
索
で
、
担

当
地
域
の
消
防
団
や
消
防
職
員
の
方

が
大
勢
出
動
さ
れ
た
時
に
は
、
炊
き

出
し
の
手
伝
い
に
出
動
し
ま
し
た
。

●
入
団
し
て
変
わ
っ
た
こ
と
は
？

（
横
山
）
東
日
本
大
震
災
や
、
広
島

市
の
土
石
流
災
害
、
集
中
豪
雨
で
の

川
の
氾
濫
な
ど
の
自
然
災
害
は
、
い

ど
私
た
ち
に
出
来
る
こ
と
で
役
に
立

ち
た
い
と
い
う
気
持
ち
を
強
く
持
つ

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

（
原
田
）
私
も
消
防
団
員
に
な
っ
て

▲自宅へ伺い防火を呼び掛
ける女性団員。

▲

全国大会（横浜市）の様
子。見事な操法を披露して
敢闘賞を受賞しました。

か
ら
は
、
火
災
や
水
害
に
限
ら
ず
何

か
事
故
な
ど
が
起
き
た
時
、
す
ぐ
に

行
動
す
る
と
い
う
気
持
ち
を
強
く
持

つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。災
害
の
時
、

表
立
っ
て
の
活
動
は
で
き
な
く
て

も
、
メ
ン
タ
ル
ケ
ア
や
困
っ
た
人
の

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
な
ど
に
女
性
の
力
は

必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
お

役
に
立
ち
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

●
今
後
の
女
性
消
防
団
に
つ
い
て

（
原
田
）操
法
大
会
を
通
じ
て
結

束
力
が
と
て
も
強
く
な
っ
た
の

で
、
い
ろ
ん
な
活
動
を
積
極
的
に
し

た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

防
災
の
広
報
、
啓
発
活
動
な
ど
を
ど

ん
ど
ん
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
横
山
）
訓
練
や
活
動
を
通
じ
て
と

て
も
い
い
仲
間
が
で
き
た
こ
と
が
よ

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。ま
た
、い
つ
か

全
国
大
会
出
場
（
県
消
防
協
会
の
推

薦
で
決
定
）の
機
会
が
あ
る
と
思
う

つ
ど
こ
で
発

生
す
る
の
か

わ
か
り
ま
せ

ん
。
い
つ
で

も
避
難
所
の

お
手
伝
い
な

消防操法全国大会で健闘

interview

の
で
、そ
れ
を
夢
見
て
、

訓
練
や
後
継
の
育
成
な

ど
の
活
動
を
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

原田さん（左）と横山さん
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宇
賀
荘
で
眞
知
子
農
園
を
営
む

西
村
眞
知
子
さ
ん
。
環
境
や

自
然
を
何
よ
り
も
大
切
に
し
、
接
す

る
人
す
べ
て
を
温
か
く
す
る
よ
う
な

包
容
力
に
満
ち
、
ひ
と
こ
と
で
言
え

菜
を
育
て
て
い
ま
す
。
始
め
た
当
初

は
、「
で
き
る
わ
け
な
い
」
と
い
わ

れ
た
自
然
農
法
を
独
学
で
学
び
、
無

農
薬
の
野
菜
づ
く
り
を
確
立
し
ま
し

た
。
丁
寧
に
丹
精
込
め
て
作
ら
れ
た

境
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
伝
え

た
い
と
い
う
眞
知
子
さ
ん
の
強
い
思

い
か
ら
で
す
。
農
作
業
を
通
し
て
、

土
に
触
れ
、
汗
を
か
き
、
収
穫
し
た

採
れ
た
て
の
野
菜
を
食
べ
る
。
そ
し

て
人
と
の
つ
な
が
り
を
実
感
す
る
。

豊
か
な
体
験
は
豊
か
な
コ
コ
ロ
を
育

み
ま
す
。「
食
は
コ
コ
ロ
と
体
を
作

る
と
て
も
大
事
な
も
の
。
食
べ
る
と

き
は
み
ん
な
で
食
卓
を
囲
ん
で
ほ
し

い
。
食
育
と
か
難
し
い
こ
と
を
考
え

ず
、
皆
で
楽
し
く
食
事
を
す
る
こ
と

や
不
登
校
で
悩
む
子
ど
も
た
ち
の
受

け
入
れ
を
始
め
ま
し
た
。
成
長
期
に

満
足
な
食
事
を
と
っ
て
い
な
い
こ
と

や
、
ひ
と
り
で
食
事
を
と
る
こ
と
な

ど
、食
が
関
係
す
る
の
で
は
と
考
え
、

「
食
や
農
業
を
通
し
て
子
ど
も
た
ち

の
コ
コ
ロ
を
育
て
た
い
」
と
話
し
ま

す
。

　

眞
知
子
農
園
は
10
月
か
ら
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
と
し
て
新
た
な
ス
タ
ー
ト

を
切
り
ま
し
た
。
眞
知
子
さ
ん

の
や
り
た
い
こ
と
が
増
え
た
こ

と
や
、
自
分
が
で
き
な
く
な
っ
て
か

ら
も
農
園
を
必
要
と
す
る
人
に
残
す

た
め
で
す
。「
支
援
を
し
て
く
れ
る
会

員
に
何
か
考
え
ん
と
」と
笑
う
眞
知

子
さ
ん
は
と
て
も
楽
し
そ
う
で
す
。

菜
を
使
っ
て
い
ま
す
。

　

眞
知
子
農
園
で
は
、
野
菜
の
収
穫

体
験
や
田
舎
料
理
体
験
、
宿
泊
付
き

農
業
体
験
、ピ
ザ
・
パ
ン
作
り
、ま
た
、

２
年
前
か
ら
は
拠
点
と
し
て
使
っ
て

い
る
古
民
家
を
改
装
し
て
田
舎
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
受
け
入
れ
な
ど
、
様
々
な

活
動
を
展
開
中
。
す
べ
て
は
食
と
環

NPO法人眞知子農園  西村眞知子さん
食と農でココロを育てる

眞知子農園連絡先 ･･･ ℡ 0854-22-6460

ば
太
陽
の
よ
う
な
人
で
す
。

　

眞
知
子
さ
ん
が
育
て
る
野
菜
は
す

べ
て
無
農
薬
。
米
ぬ
か
、野
菜
く
ず
、

Ｅ
Ｍ
菌
、
ミ
ネ
ラ
ル
た
っ
ぷ
り
の
海

藻
な
ど
か
ら
肥
料
を
作
り
、
農
薬
や

化
学
肥
料
を
一
切
使
わ
な
い
土
で
野

野
菜
は
、
素
材
の
味
を
強
く
し
、
ニ

ン
ジ
ン
は
甘
く
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
は
う

ま
み
が
濃
縮
さ
れ
、
ど
れ
も
生
命
力

に
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。
市
内
外
に
多

く
の
フ
ァ
ン
を
持
ち
、
市
内
や
松
江

の
レ
ス
ト
ラ
ン
約
20
軒
が
農
園
の
野

す
。
こ
の
子
ど
も
た

ち
が
気
軽
に
遊
び
に

来
れ
る
場
所
に
し
た

い
と
、
ひ
き
こ
も
り

が
大
切
」
と
話
し
ま

す
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
活
動

の
中
で
眞
知
子
さ
ん

は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
苦
手
な
子

ど
も
た
ち
が
多
い

こ
と
に
気
づ
き
ま

（上）農園で採れた野菜
（下）眞知子農園のスタッフ
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乳
幼
児
を
連
れ
た
約
20
人
の
お

母
さ
ん
た
ち
の
楽
し
い
声
が

交
流
セ
ン
タ
ー
に
響
き
ま
す
。
手
作

り
ス
ー
プ
や
パ
ン
を
囲
み
な
が
ら

ゲ
ー
ム
や
ハ
ン
ド
マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど

を
楽
し
ん
だ
り
、
大
声
で
笑
っ
た
り

お
し
ゃ
べ
り
を
し
た
り
。
帰
る
頃
の

お
母
さ
ん
た
ち
の
顔
は
晴
れ
晴
れ
し

た
笑
顔
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。
子
育

て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
「
キ
ラ
☆

キ
ッ
ズ
」
が
開
催
す
る
キ
ラ
カ
フ
ェ

の
光
景
で
す
。

　

キ
ラ
☆
キ
ッ
ズ
の
メ
ン
バ
ー
は
７

人
。
安
来
の
子
ど
も
た
ち
や
子
育
て

中
の
人
が
、
キ
ラ
キ
ラ
と
笑
顔
で
毎

日
を
過
ご
せ
る
よ
う
に
と
３
年
前
に

子
育
て
中
の
お
母
さ
ん
た
ち
が
集
ま

り
活
動
を
始
め
ま
し
た
。

　

現
在
、
力
を
入
れ
て
い
る
キ
ラ
カ

フ
ェ
で
は
、
子
育
て
中
の
人
を
対
象

に
、
ク
リ
ス
マ
ス
会
や
外
国
人
を
招

い
て
お
楽
し
み
会
な
ど
の
催
し
を
開

き
、
日
ご
ろ
の
思
い
を
話
し
た
り
悩

み
を
共
有
し
た
り
し
て
、
友
達
作
り

や
情
報
交
換
の
場
と
な
っ
て
い
ま

す
。
口
コ
ミ
や
参
加
者
の
紹
介
で
輪

が
広
が
り
、
毎
回
約
10
～
20
人
の
子

育
て
マ
マ
が
集
ま
り
ま
す
。

　
「
子
ど
も
が
輝
く
に
は
、
ま
ず
親

が
家
庭
や
地
域
で
輝
い
て
い
な
け
れ

べ
る
こ
と
が
多
い
と
話
し
ま
す
。

　

近
年
、
核
家
族
化
や
地
域
関
係
の

希
薄
化
の
進
行
に
よ
る
家
庭
や
地
域

の
子
育
て
力
の
低
下
が
、
子
育
て
の

孤
立
化
を
招
き
、
不
安
や
負
担
を
感

じ
る
親
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
親
同

士
が
つ
な
が
る
こ
と
は
、
子
育
て
の

大
き
な
助
け
と
な
り
、
そ
し
て
子
育

て
を
よ
り
楽
し
い
も
の
へ
と
導
い
て

く
れ
ま
す
。「
同
じ
子
育
て
を
す
る
仲

間
と
し
て
、
が
ん
ば
っ
て
い
る
お
母

さ
ん
た
ち
を
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

〝
そ
し
て
安
来
で
育
っ
て
良
か
っ

た
！
〟
と
子
ど
も
た
ち
に
思
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
に
し
た
い
」

と
話
す
山
根
さ
ん
た
ち
の
目

は
、
キ
ラ
キ
ラ
と
輝
い
て
い
ま
す
。

ば
い
け
な
い
」
と
話
す
代
表
の
山
根

久
美
子
さ
ん
。
親
子
の
絆
を
深
め
て

も
ら
う
た
め
、
親
を
対
象
に
し
た
活

動
に
も
励
ん
で
い
ま
す
。

　

メ
ン
バ
ー
４
人
は
、
島
根
県
が
推

進
す
る
親
学
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
の

資
格
を
取
得
し
て
お
り
、
保
護
者
会

や
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
に
出
向
き
、
子
育
て

中
の
親
た
ち
へ
気
づ
き
の
場
を
提
供

し
て
い
ま
す
。
活
動
か
ら
得
た
親
同

士
の
つ
な
が
り
で
、
自
分
た
ち
も
学

子育てボランティア団体  キラ☆キッズ
子育てママを応援します

キラカフェ ･･･ 毎月第一木曜日に赤江または社日交流センターで開催。
連絡先 ･･･ 山根℡ 090-4578-8767

　
今
回
取
材
を
し
た
皆
さ
ん
に
共
通

す
る
こ
と
は
、
と
て
も
活
き
活
き

と
し
て
い
る
こ
と
。
そ
し
て
そ
の

周
囲
に
い
る
人
も
ま
た
輝
い
て
い

ま
し
た
。「
自
身
が
楽
し
く
な
け
れ

ば
、 

人
を
楽
し
ま
せ
る
こ
と
は
で
き

な
い
」
と
笑
っ
て
答
え
て
く
れ
た
人

が
い
ま
し
た
。
輝
く

女
性
が
周
囲
を
活
気

づ
け
、
地
域
や
人
を

支
え
る
大
き
な
力
に

な
っ
て
い
ま
す
。

（上）（下）キラカフェの様子

左から長谷川佳美さん、長尾真弓さん、山根久美子さん、原田智子さん
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　マイナンバー制度は、平成 28 年１月から利用がスタートし、税や社会保障などの行政手続の
際にマイナンバーを記入することが必要となってきます。平成 29 年１月（地方公共団体は平成
29 年７月）からは、国の行政機関間で情報のやりとりが開始される予定です。開始に伴い、制
度によって個人情報の流出や悪用などを心配する声が寄せられています。今回はマイナンバー制
度の安全性についてお知らせします。

制度面の仕組み

●法律に規定があるものを除き、マイナンバー
　等の利用・収集は禁止されています。
●行政手続などでマイナンバーを収集する際に
　は番号のみではなく、写真付きの証明書（免
　許証、パスポート、個人番号カードほか）な
　どで本人確認が義務付けられています。
●第三者機関（個人情報保護委員会）が、マイ
ナンバーが適切に管理されているか監視・監
督します。
●法律に違反した場合、従来に比
　べ、罰則を強化しています。

システム面の仕組み

●個人情報は、特定の機関で集約せずに今ま
でどおり各行政機関が分散して管理します。
●情報にアクセスできる人は制限されます。
●行政機関間の通信は暗号化されます。

個人番号を用いた個人情報
の追跡・名寄せ・突合が行
われ、集積・集約された個
人情報が外部に漏えいする
可能性は？

他人の個人番号を用いたな
りすましなど、個人番号の
不正利用で財産やその他の
被害を負うことがあるん
じゃない？

国により様々な個人情報が
番号をキーに名寄せ・突合
されて一元管理されるので
は？

広報やすぎ　2015年12月

　マイナンバー制度の安全性について

　　　お答えします
マイナンバー制度の問い合わせ　　　　　　　　　　　　
　・マイナンバーコールセンター　℡０１２０-９５-０１７８（フリーダイヤル）
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自分の個人情報のやりとりが確認できます

●安来市個人情報保護条例の改正
　保護すべき個人情報、提供できる個人情報を
整理し条例改正を行いました。
●情報セキュリティー対策
　業務用端末をインターネットから切り離し、
外部アクセスの攻撃などによる情報流出のセ
キュリティー対策を講じました。
●職員への研修　
　職員に対して研修を行い、適切で安全な運用

を行うための指導・教育を行います。
●特定個人情報保護評価（ＰＩＡ）の実施
　特定個人情報保護評価とは、行政機関が特定個
人情報を取り扱う事務を洗い出し、その事務に対
し個人情報の漏えいなどのリスクを未然に防ぐた
めの措置を講じていることを宣言する仕組みです。
安来市ではこれを行い、ホームページ内にて評価
書の公開をしています。

　平成 29年 1月から、パソコンなどで自らのマイナンバーに関する情報が確認で
きるマイナポータルというポータルサイトが開始予定です。マイナポータルのサイ
ト内で個人認証をすることで、自らのマイナンバーに関することが確認できます。
　
　マイナポータルで確認できること
　　・自分の個人情報をいつ、誰が、なぜ提供したか
　　・行政機関などが持っている自分の特定個人情報の閲覧
　　・行政機関などから提供される、一人ひとりに合った行政サービスなど

※ポータルの利用にあたっては、なりすまし防止や情報セキュリティーに配慮するため、個人番
号カードを利用します。カード内に搭載されたＩＣチップの電子情報とパスワードを組み合わせ
て確認する公的個人認証を採用し、マイナンバーのみでは使用できない仕組みになっています。

安来市のマイナンバー制度に対する

個人情報保護の取り組み

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
を

か
た
り
電
話
や
郵
便
な

ど
で
個
人
情
報
を
聞
き

出
そ
う
と
す
る
事
案
が

発
生
し
て
い
ま
す
。

事
例
１

自
宅
に
女
性
が
来
訪
し
、「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

制
度
の
導
入
に
伴
い
、
個
人
情
報
を
調
査
中

で
あ
る
」
と
言
っ
て
、
資
産
や
保
険
の
契
約

状
況
な
ど
を
聞
か
れ
た
。

事
例
２

若
い
男
性
か
ら
電
話
が
あ
り
「
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
が
順
次
届
い
て
お
り
、
み
ん
な
手
続
き

を
し
て
い
る
が
、あ
な
た
は
手
続
き
し
た
か
」

と
の
電
話
が
あ
っ
た
。「
ま
だ
し
て
い
な
い
」

と
答
え
る
と
、「
早
く
手
続
き
し
な
い
と
刑

事
問
題
に
な
る
」
な
ど
と
言
わ
れ
た
。

●
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
通
知
や
利
用
手
続
き
な
ど
で
、
国
や
自

治
体
の
職
員
が
家
族
構
成
や
資
産
な
ど
を
聞
く
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。
ま
た
、
金
銭
な
ど
を
要
求
さ
れ
て
も
決
し
て
支
払

わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
少
し
で
も
不
安
を
感
じ
た
ら
、
警
察
や
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

安
来
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

℡
23ｰ

３
０
６
８

広報やすぎ　2015年12月

マイナンバーをかたる詐欺に

ご注意ください！     

マイナンバーをかたる詐欺に

ご注意ください！
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第 11回　なかうみマラソン全国大会
　

安
来
市
の
中
海
沿
い
を
コ
ー
ス

と
す
る
山
陰
最
大
級
の
マ
ラ
ソ
ン

の
祭
典
、
第
11
回
な
か
う
み
マ
ラ

ソ
ン
全
国
大
会
を
11
月
１
日
、
和

鋼
博
物
館
を
主
会
場
に
開
催
し
ま

し
た
。

　

北
は
北
海
道
、
南
は
大
分
県
か

ら
４
９
９
６
人
が
参
加
し
、
秋
晴

れ
の
安
来
路
を
快
走
し
ま
し
た
。

　

出
場
さ
れ
た
ラ
ン
ナ
ー
の
皆
さ

ん
、
沿
道
な
ど
で
声
援
を
送
っ
て

い
た
だ
い
た
市
民
の
皆
さ
ん
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
で
大
会
を
支
え

て
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
に
心
か
ら

感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

来
年
も
な
か
う
み
マ
ラ
ソ
ン
全

国
大
会
で
お
会
い
し
ま
し
ょ
う
！

▲長寿賞が贈られた94歳の永田
光司さん（左、兵庫県）と93
歳の宇田春男さん（鳥取県）。
「来年も会いましょう！」としっ
かり握手を交わしました。

▲遠来賞が贈られた広野厚志さん
（大分県）。広野さんは安来市出
身で、本大会に初出場。郷里の
大会で10㌔を完走し、笑顔が
こぼれていました。

▲ハーフに出場し完走した土井崇
広さんと淳子さん夫妻（兵庫
県）。「コースの景色がきれいで、
エイドも多くあり、楽しく走れ
た」と話しました。

今年も、たくさんの感動と笑顔を
ありがとうございました。

広報やすぎ　2015年12月12



南
町
）
／
３
位
・
伊
藤
哲
夫
（
三
重
県
）

●
５
㌔
女
子
中
学
生　

１
位
・
大
庭
こ
こ

ろ
（
米
子
市
）
／
２
位
・
土
江
莉
子
（
松

江
市
）
／
３
位
・
青
戸
な
ゆ
（
安
来
市
）

●
５
㌔
女
子
35
歳
以
下　

１
位
・
森
桐
子

（
松
江
市
）
／
２
位
・
吾
郷
祐
美
（
松
江
市
）

／
３
位
・
高
田
佳
代
子
（
安
来
市
）

●
５
㌔
女
子
36
歳
～
49
歳　

１
位
・
塩
見

志
保（
米
子
市
）／
２
位
・
加
藤
奈
緒
美（
出

雲
市
）
／
３
位
・
三
島
恵
美
子
（
出
雲
市
）

●
５
㌔
女
子
50
歳
以
上　

１
位
・
松
本
幸

子
（
米
子
市
）
／
２
位
・
仲
田
里
美
（
米

子
市
）
／
３
位
・
赤
堀
明
美
（
岡
山
県
）

●
２
㌔
男
子
小
学
生
１
～
３
年　

１
位
・

仲
田
一
公
（
米
子
市
）
／
２
位
・
大
坂
柊

也
（
松
江
市
）
／
３
位
・
片
寄
晃
生
（
雲

南
市
）

●
２
㌔
男
子
小
学
生
４
～
６
年　

１
位
・

林
原
聖
真
（
大
山
町
）
／
２
位
・
国
谷
爽

（
米
子
市
）
／
３
位
・
小
笹
勇
人
（
安
来
市
）

●
２
㌔
女
子
小
学
生
１
～
３
年　

１
位
・

白
水
音
花
（
鳥
取
市
）
／
２
位
・
松
本
結

愛
（
安
来
市
）
／
３
位
・
香
川
真
子
（
広

島
県
）

●
２
㌔
女
子
小
学
生
４
～
６
年　

１
位
・

日
野
山
未
羽
（
邑
南
町
）
／
２
位
・
小

笠
原
彩
乃
（
邑
南
町
）
／
３
位
・
駒
井

朝
伽
（
境
港
市
）

入
賞
さ
れ
た
皆
さ
ん
、
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

上
位
入
賞
者
（
敬
称
略
）

●
ハ
ー
フ
男
子
29
歳
以
下　

１
位
・
遠
藤

航
（
米
子
市
）
／
２
位
・
加
藤
晃
裕
（
広

島
県
）
／
３
位
・
久
我
浩
正
（
徳
島
県
）

●
ハ
ー
フ
男
子
30
歳
代　

１
位
・
三
島
巧

丞
（
松
江
市
）
／
２
位
・
田
阪
裕
文
（
広

島
県
）
／
３
位
・
吉
田
隆
太
（
岡
山
県
）

●
ハ
ー
フ
男
子
40
歳
代　

１
位
・
田
中
賢

一
（
松
江
市
）
／
２
位
・
仲
西
宏
（
安
来

市
）
／
３
位
・
石
村
功
（
出
雲
市
）

●
ハ
ー
フ
男
子
50
歳
代　

１
位
・
佐
々
木

義
明
（
伯
耆
町
）
／
２
位
・
川
島
建
司
（
出

雲
市
）
／
３
位
・
遠
藤
博
志
（
松
江
市
）

●
ハ
ー
フ
男
子
60
歳
以
上　

１
位
・
井
上

光
弘
（
松
江
市
）
／
２
位
・
藤
原
博
（
松

江
市
）
／
３
位
・
土
屋
徹
秋
（
香
川
県
）

●
ハ
ー
フ
女
子
35
歳
以
下　

１
位
・
來
間

香
里
（
出
雲
市
）
／
２
位
・
角
幸
奈
（
岡

山
県
）
／
３
位
・
高
橋
さ
や
か
（
米
子
市
）

●
ハ
ー
フ
女
子
36
歳
～
49
歳　

１
位
・
岩

本
美
紀
（
鳥
取
市
）
／
２
位
・
角
美
恵
（
松

江
市
）
／
３
位
・
椙
原
恵
美
（
南
部
町
）

●
ハ
ー
フ
女
子
50
歳
以
上　

１
位
・
河
崎

靖
恵
（
鳥
取
市
）
／
２
位
・
永
海
昌
子
（
米

子
市
）
／
３
位
・
影
日
朝
美
（
鳥
取
市
）

●
10
㌔
男
子
39
歳
以
下　

１
位
・
後
長
輝

（
飯
南
町
）
／
２
位
・
村
上
貴
亮
（
松
江
市
）

／
３
位
・
西
村
章
史
（
米
子
市
）

●
10
㌔
男
子
40
歳
～
59
歳　

１
位
・
竹
下

陽
一
（
出
雲
市
）
／
２
位
・
内
坂
学
（
邑

南
町
）
／
３
位
・
青
戸
学
（
安
来
市
）

●
10
㌔
男
子
60
歳
以
上　

１
位
・
陶
山
正

明
（
湯
梨
浜
町
）
／
２
位
・
丹
波
房
雄
（
奥

出
雲
町
）
／
３
位
・
村
上
恭
一
（
隠
岐
の

島
町
）

●
10
㌔
女
子
35
歳
以
下　

１
位
・
や
す
だ

な
お
こ
（
米
子
市
）
／
２
位
・
宮
木
結
香

（
米
子
市
）
／
３
位
・
戸
田
亜
弥
（
米
子
市
）

●
10
㌔
女
子
36
歳
～
49
歳　

１
位
・
桑
本

陽
子
（
大
山
町
）
／
２
位
・
二
宮
光
世
（
大

阪
府
）
／
３
位
・
黒
田
信
子
（
出
雲
市
）

●
10
㌔
女
子
50
歳
以
上　

１
位
・
錦
織
貴

子
（
松
江
市
）
／
２
位
・
武
藤
雅
子
（
松

江
市
）
／
３
位
・
岡
田
真
起
子
（
岡
山
県
）

●
５
㌔
男
子
中
学
生　

１
位
・
岡
本
太
郎

（
岡
山
県
）
／
２
位
・
岩
田
悠
希
（
安
来
市
）

／
３
位
・
勝
部
悠
大
（
米
子
市
）

●
５
㌔
男
子
39
歳
以
下　

１
位
・
徳
安
裕

輔
（
鳥
取
市
）
／
２
位
・
永
田
一
貴
（
安

来
市
）
／
３
位
・
永
田
晃
弘
（
安
来
市
）

●
５
㌔
男
子
40
歳
～
59
歳　

１
位
・
井
原

志
樹
（
松
江
市
）
／
２
位
・
井
原
周
治
（
松

江
市
）
／
３
位
・
佐
桑
秀
樹
（
松
江
市
）

●
５
㌔
男
子
60
歳
以
上　

１
位
・
内
田
信

也
（
広
島
県
）
／
２
位
・
竹
永
明
文
（
日

【写真①】ゲストランナーの安来市ふる
さと大使で落語家・桂吉弥さん（右）と、
タレント・山形弁研究家のダニエル・カー
ルさん（中央）によるトークショー。
【写真②】ゲストの２人は、５㌔に出場。
沿道の声援に応えながら完走しました。

■問い合わせ
なかうみマラソン全国大会事務局
（地域振興課内）℡２３－３５００

広報やすぎ　2015年12月 13

【写真①】

【写真②】



近藤市長の動きからまちの話題を ＰＩＣＫ　ＵＰ！ 市長短信

安
来
市
職
員
採
用
試
験（
第
2
回
）

　

安
来
市
で
は
、
平
成
28
年
度
採
用
予
定

の
職
員
採
用
試
験
を
行
い
ま
す
。

職　
　

種　

消
防
…
２
名
程
度

受
験
資
格　

平
成
２
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
10
年

４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
で
、
心
身
と
も

健
康
で
消
防
職
務
の
遂
行
に
必
要
な
体
力
を

有
す
る
人
。

１
次
試
験

　

試
験
日
…
平
成
28
年
１
月
９
日
㈯

　

会　

場
…
安
来
中
央
交
流
セ
ン
タ
ー

　

※
２
次
試
験
の
日
時
は
１
次
試
験
合
格
者
に
通

　

知
し
ま
す
。

受
付
期
間　

11
月
20
日
㈮
～
12
月
22
日
㈫

　

 

８
時
30
分
～
17
時
15
分

※
土
日
祝
日
を
除
く
。
郵
送
の
場
合
は
、
12
月

22
日
㈫
ま
で
に
到
着
し
た
も
の
を
有
効
と
し

ま
す
。

●
詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
人
事
課
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
・
要
項
等
の
請
求
先

　

安
来
市
総
務
部
人
事
課　

〒
６
９
２-

８
６
８
６ 

　

安
来
市
安
来
町
８
７
８
番
地
２

　

℡
23- 

３
０
２
１　
　

広瀬地区火災予防運動
　広瀬地区で大正４年４月27日、総戸数約700戸
のうち約450戸を消失する大火が発生しました。
今年は、この「広瀬大火」から100年目を迎えます。
市では、この教訓を忘れず、地域が一体となって
火災予防の意識高揚を図ることを目的に、広瀬地
区火災予防運動を実施しました。
　この運動には消防署職員や消防団広瀬方面隊の
団員など約60人が参加。広瀬庁舎前から消防車
両など11台が隊列を組み、火災予防のアナウン
スをしながら地区内を行進し、防災意識向上を呼
び掛けました。

11/8

安来節解説書発行
　安来節の絃

げん

准名人で、安来節保存会の資格審査
員を務める渡部孝夫さんが、８月に安来節解説書

「唄われて100年の魅力！」を発行し、近藤市長
に報告しました。
　安来節の魅力の再発見と普及を目的とし、唄・
絃・鼓・踊・銭太鼓の部門別に基礎知識や稽古の
ポイントなどが書かれており、安来節の「初歩的
知識と技術」などを知ることができます。
　渡部さんは、「安来節上達のために基礎をしっ
かり身につけ、テーマを見つけて稽古してほしい」
と話しました。

10/15

広報やすぎ　2015年12月14

▲渡部孝夫さん（中央）と安来
節保存会の成相専務理事（左）。

◀「唄われて 100 年の魅力！」。
問い合わせ
安来節保存会　℡２８－９９８８

▲隊列行進の検閲を行う近藤市
長ら。

◀隊列行進の様子。



●
問
い
合
わ
せ

　

・
情
報
政
策
課　

℡
23-

３
０
７
７

　

・
や
す
ぎ
ど
じ
ょ
っ
こ
テ
レ
ビ　

℡
22-

５
０
５
０

　

市
で
は
、
行
政
情
報
や
防

災
情
報
な
ど
を
、
市
民
の
皆

さ
ん
へ
タ
イ
ム
リ
ー
に
伝
達

す
る
た
め
、
各
世
帯
に
設
置

の
行
政
告
知
端
末
を
利
用
し

て
音
声
放
送
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

行
政
告
知
端
末
を
設
置
し

て
い
な
い
人
は
、
安
心
・
安

全
の
た
め
の
情
報
源
と
し
て

設
置
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

行
政
告
知
放
送
の
内
容

　

市
か
ら
の
お
知
ら
せ
、
防
災
情
報
（
緊
急
地
震
速
報
、
気
象
警
報
、
避

　

難
情
報
、
消
防
署
か
ら
の
お
知
ら
せ
な
ど
）、
イ
ベ
ン
ト
情
報
、
警
察

　

署
や
お
住
ま
い
の
地
区
交
流
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ
な
ど
。

※
緊
急
地
震
速
報
や
気
象
警
報
な
ど
は
、
国
が
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
（
全
国
瞬
時

警
報
シ
ス
テ
ム
）
を
通
じ
て
発
表
す
る
と
同
時
に
自
動
放
送
し
ま
す
。

・
利
用
は
無
料
で
す
が
、
設

置
に
要
す
る
費
用
は
個
人
負

担
と
な
り
ま
す
。

・
詳
し
く
は
、
や
す
ぎ
ど

じ
ょ
っ
こ
テ
レ
ビ
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ケーブルテレビで
地域の話題や行政情報を
提供しています　

　

行
政
告
知
放
送
と
同
じ
光
情
報
通
信

網
で
「
や
す
ぎ
ど
じ
ょ
っ
こ
テ
レ
ビ
」

が
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ

て
い
ま
す
。
放
送
の
中
に
は
、
地
域
の

話
題
や
行
政
情
報
、
市
議
会
の
中
継
な

ど
、
地
元
の
話
題
が
満
載
で
す
。

　

各
種
サ
ー
ビ
ス
へ
の
ご
加
入
を
検
討

さ
れ
て
い
る
人
や
、
詳
し
い
内
容
を
知

り
た
い
人
は
、
や
す
ぎ
ど
じ
ょ
っ
こ
テ

レ
ビ
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

提
供
サ
ー
ビ
ス　

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
放
送
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
。

未利用の
光回線終端装置を
（Ｄ -ＯＮＵ）

回収します

　

や
す
ぎ
ど
じ
ょ
っ
こ
テ
レ
ビ
が
提
供

す
る
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
の
通
信

サ
ー
ビ
ス
（
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
放
送
は

含
み
ま
せ
ん
）
を
利
用
す
る
た
め
に
必

要
な
通
信
機
器
で
、
家
の
外
壁
な
ど
に

取
り
付
け
て
い
る
光
回
線
終
端
装
置

（
Ｄ-

Ｏ
Ｎ
Ｕ
）
は
、
契
約
解
除
な
ど

に
よ
り
使
用
し
て
い
な
い
場
合
、
有
効

活
用
の
た
め
回
収
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　

該
当
す
る
人
に
は
、
や
す
ぎ
ど
じ
ょ
っ
こ
テ
レ
ビ
か
ら
連
絡
を

し
ま
す
の
で
、
回
収
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

広報やすぎ　2015年12月

行政告知端末

行政・防災・防犯・地域情報などを
お知らせします

行政告知端末を
　設置しましょう

いち早く市内の情報を入手できます

活用ください 行政告知端末 ・ ケーブルテレビ放送
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　平成 28 年度の幼稚園、保育所などへの入園（所）児童を募集します。平成 27 年 4月からスター
トした「子ども・子育て支援新制度」に伴い、必要に応じた「教育標準時間認定」や「保育認定」
を受ける必要があります。安来市では認定申請と入所申込を同時に行います。

●保育施設利用のための３つの認定区分
認定区分 対象年齢 教育・保育の形態 利用施設
1号認定

（教育標準時間認定） 3～５歳 教育を希望し、保育の必要がない場合 ・幼稚園
・認定こども園

2号認定
（保育認定） ３～５歳 「保育の必要な事由」があり、保育所などでの

保育を希望する場合
・保育所（園）
・認定こども園

３号認定
（保育認定） ０～２歳 「保育の必要な事由」があり、保育所などでの

保育を希望する場合
・保育所（園）
・認定こども園

●市内の教育・保育施設の募集人数

運営 施設名
定員

対象年齢1号 ２・３号

公立幼稚園

安来幼稚園 １８０人　

３歳～就学前
島田幼稚園 ５０人　
能義幼稚園 ５０人　
宇賀荘幼稚園 ５０人　

公立保育所
安来保育所 １１０人　 生後５７日～就学前
切川保育所 ６０人　 １歳～就学前

公立認定こども園※

認定こども園荒島 １９人　 ８０人　
１歳～就学前
※１号は３歳～認定こども園飯梨 ５人　 ６０人　

認定こども園大塚 ５人　 ６０人　
認定こども園広瀬 ２０人　 ７５人　

生後５７日～就学前
※１号は３歳～

認定こども園布部 ５人　 ３０人　
認定こども園比田 ５人　 ４５人　
認定こども園安田 １０人　 ８０人　
認定こども園母里 １０人　 ６０人　
認定こども園井尻 ５人　 ３０人　
認定こども園赤屋 ５人　 ２５人　

私立保育園

やすぎ保育園 ６０人　

生後５７日～就学前

みゆき保育園 １２０人　
ふたば保育園 １３０人　
ひろせ保育園 １２０人　
あゆみ保育園 ３５人　

指定管理保育所
赤江保育所 ８０人　
城谷保育所 ９０人　

※「認定こども園荒島」以外の認定こども園は、平成28年3月に認可予定です。

保育認定と入所申込を同時に行います

広報やすぎ　2015年12月

幼稚園・保育所（園）
認定こども園・児童館

募集期間　１２月１日㈫～１２月１４日㈪

平成 28 年度

入園（所）児童募集
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（認定区分：１号）　幼稚園・認定こども園
対象児童　５歳児…平成22年４月２日～平成23年４月１日生
　　　　　４歳児…平成23年４月２日～平成24年４月１日生
　　　　　３歳児…平成24年４月２日～平成25年４月１日生

教育標準時間　８時30分～14時
※教育標準時間以外の預かり保育（14時以降の保育）は、幼稚園・認定こど

も園により異なります。詳しくは各園までお問い合わせください。

保育料　保護者の市民税額などで決定します。
※教育標準時間以外は、利用時間に応じて預かり保育料が別途かかります。
申込先　幼稚園を希望する場合は、各園へ申込書を提出してくだ
さい。（宇賀荘幼稚園は子ども未来課へ提出）

その他　●現在入園中の園児についても、申し込みが必要です。
●各幼稚園の年齢別申込者数が４名未満、または全体の総数が10名
未満の場合、ほかの園へ調整を行います。また、募集予定者数を超え
る場合は、調整を行います（調整がつかない時は、現在の入園者を除
く入園希望者で抽選を行う場合があります）。

（認定区分：２・３号）　保育所（園）・認定こども園
対象　市内在住で保護者が仕事や病気などのため、保育施設での保育を
必要とする人

開所（園）時間　７時～19時（あゆみ保育園は ７時30分～19時30分）
※延長保育の時間は、保護者の認定状況により異なります。
保育料　入所児童の年齢と保護者の市民税額などで決定します。
※延長保育の利用時間に応じて延長保育料が別途かかります。
申込先　子ども未来課（安来市健康福祉センター）、保育所（園）、認
定こども園、市民課④窓口（安来庁舎）、広瀬地域センター（広瀬庁舎）、
伯太地域センター（伯太庁舎）
その他　●入所申込の際に父母の就労証明書などが必要となります。
●現在入所（園）中の児童についても、申し込みが必要です。

山佐児童館の入所募集
対象　市内在住の３歳～就学前の児童
定員　30人
保育時間　８時30分～16時30分
保育料　月額　8500円
申込先　山佐児童館、子ども未来課
その他　※申込者数が４名未満の場合、他の保育施設などへ
の調整を行います。

●
問
い
合
わ
せ

　

子
ど
も
未
来
課
℡
23-

３
２
１
４

各
認
定
区
分
の

　
　
　
　

応
募
要
領

児童館は保育認定の対象外施設です

広報やすぎ　2015年12月 17



エンジョイ！

ラスの

ＡＬＴ（外国語指導助手）リレートーク今

月
の担当ＡＬ

Ｔ

や　　　　す　　　　ぎ　　　　ライフ

　安来に来てから一番良く聞かれた質問は「こ
れ食べられますか」という質問です。高校生の
頃の僕ならば、えたいの知れないものは「まず
そう！食べたくない！」と答えるでしょうが、
慶應大学に留学生として来日してからは、何で
も一回食べてみるようにしています。今はほと
んどの食事を食べられるようになりました。全
く料理ができませんので、何でも食べられるこ
とが僕の生活には欠かせないのです。 
　実は、アメリカ料理より和食が好きで、特に
日本の給食が好きです。いつも美味しくて栄養

バランスが取れた食事だからです。アメリカの
学校で出されている食事は、たいていピザやフ
ライドポテト、ナチョ（チーズをかけたトウモ
ロコシのチップス）などです。美味しそうと思
う人もいるでしょうが、実はその食べ物が油っ
こくて苦手でした。食べ続けると健康に悪い影
響があるし、僕は食べてから具合が悪くなるこ
とも多かったのです。日本の学校給食は食べる
人の健康を思って作られています。だから給食
に嫌いな納豆が出ても喜んで食べて
います。 

   

布ふ

志じ

名な

焼
の
世
界

ｰ 

不ふ

易え
き

流り
ゅ
う
こ
う行
を
愉た
の

し
むｰ　

　
 安来市加納美術館

からのお知らせ
 所在地　広瀬町布部 345-27
 開館時間 ９時～16時30分（入館16時まで）
 休館日　毎週火曜日（祝日は翌日休館）

℡ 0854-36-0880　FAX 0854-36-0881

健康に配慮された安来の給食

12
月
24
日
㈭
ま
で
開
催
中

　
時
代
を
超
え
て
常
に
人
を
感
動
さ

せ
る
永
遠
性
と
、
時
代
の
変
化
に
応

じ
て
進
展
す
る
新
し
さ
を
も
つ
布
志

名
焼
。
そ
の
美
し
さ
は
現
代
人
の
心

を
揺
さ
ぶ
り
ま
す
。

　
安
来
市
加
納
美
術
館
で
は
、
江
戸

時
代
か
ら
現
代
ま
で
の
布
志
名
焼

の
銘
品
を
展
示
し
て
、
本
質
を
大

切
に
し
な
が
ら
新
し
い
変
化
を
求

め
続
け
た
、
布
志
名
焼
の
姿
を
愉

し
ん
で
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

入
館
料　
一
般
…
１
０
０
０
円
、

中
高
生
…
５
０
０
円

※
小
学
生
以
下
・
身
障
者
手
帳
を

お
持
ち
の
人
は
無
料
。

茶
室
「
如
水
庵
」
の
特
別
公
開
を

し
て
い
ま
す

　

企
画
展
「
布
志
名
焼
の
世
界
」

開
催
に
あ
わ
せ
、
普
段
は
非
公
開

の
茶
室
「
如
水
庵
」
を
特
別
公
開

し
て
い
ま
す
。
布
志
名
焼
の
碗
で

一
服
い
か
が
で
す
か
。

料
金　
一
服
５
０
０
円
（
和
菓
子

付
）

そ
の
他
　
▽
土
日
祝
日
限
定　
▽

都
合
に
よ
り
変
更
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

広報やすぎ　2015年12月

永原雲永 作　
「色絵山水図角花入」

茶室「如水庵」
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や
す
ぎ
の
水
道

●問い合わせ

　水道管理課　℡２３- ２０２０

安全、安心でおいしい水の安定した供給をめざして

　
安
来
市
の
水
道
事
業
に
つ
い
て
、

こ
れ
ま
で
３
回
に
わ
た
り
、
水
道
の

現
状
、
簡
易
水
道
等
の
統
合
、
決
算

状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
。
今
回

は
、
今
後
の
水
道
事
業
の
健
全
経
営

へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

■ 

今
後
の
課
題

　

現
在
の
安
来
市
の
水
道
事
業
に
お

い
て
、
次
の
よ
う
な
課
題
が
あ
り
、

健
全
な
経
営
に
向
け
検
討
し
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

①
人
口
の
減
少
、
節
水
機
器
の
普
及

　

な
ど
に
よ
る
料
金
収
入
の
減
少

②
市
内
の
主
要
水
道
施
設
等
の
老
朽

化
に
よ
る
、施
設
更
新
費
用
の
増
加

③
島
根
県
か
ら
供
給
を
受
け
て
い
る

用
水
に
係
る
費
用
増
加

④
制
度
改
革
に
よ
り
簡
易
水
道
事
業

　

を
上
水
道
事
業
に
統
合
す
る
こ
と

　

に
よ
る
国
の
財
政
支
援
の
減
少
、

　

新
た
に
簡
易
水
道
事
業
の
減
価
償

　

却
費
の
発
生

■ 

運
営
に
つ
い
て

　

現
在
の
水
道
料
金
は
、
平
成
９
年

に
改
定
し
、
以
後
17
年
間
据
え
置
い

て
い
ま
す
。
一
般
家
庭（
親
子
４
人
・

水
道
口
径
13
㎜
を
想
定
）
で
１
カ
月

20
㎥
使
用
し
た
場
合
、
２
６
８
８
円

（
税
込
）
と
な
り
ま
す
（
図
１
）。
県

内
８
市
の
料
金
を
比
較
す
る
と
、
２

番
目
に
安
い
額
で
す
。

　

前
項
で
述
べ
た
今
後
の
課
題
や
料

金
な
ど
、
将
来
に
向
け
た
水
道
事
業

の
健
全
経
営
に
つ
い
て
検
討
が
必
要

な
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■ 

水
道
事
業
運
営
審
議
会

　

今
後
の
安
来
市
水
道
事
業
の
健
全

な
運
営
を
確
保
す
る
た
め
、
安
来
市

水
道
事
業
運
営
審
議
会
を
設
置
し
、

水
道
事
業
の
運
営
に
つ
い
て
調
査
審

議
を
行
う
予
定
で
す
。

・
審
議
会
構
成
…
利
用
者
代
表
12
人
以

内
、
学
識
経
験
者
３
人
以
内

・
開
催
時
期
…
平
成
27
年
12
月
～
平
成

28
年
４
月
（
４
回
程
度
予
定
）

親 子 ４ 人 家 族・ 水 道 口 径
13 ㎜・20 ㎥使用した場合

一般家庭での１カ月の
水道料金の目安

2,688 円（税込）

（図１）施
設
の
老
朽
化
に
よ
る
更
新
事
業
な
ど

　
昭
和
55
年
に
整
備
し
、
老
朽
化
し
た
今
津

水
源
地
第
２
ポ
ン
プ
場
の
更
新
事
業
を
行
い

ま
す
。
送
水
ポ
ン
プ
、
電
気
設
備
、
制
御
盤
、

中
央
監
視
装
置
、
非
常
用
発
電
機
な
ど
を
更

新
し
ま
す
。
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第４回

▲送水ポンプ

▲中央監視装置



たうん

とぴっくす
身近な町の話題や
　　　　　出来事を紹介します

荒島をめぐる健康ウオーク
　弥生時代から古墳時代にかけての古墳が多くある荒島
地区で10月11日、古代出雲王陵の丘健康ウオークが行
われ、市内外から約420人が参加しました。
　今年で14回目となるウオークは、荒島地区活性化推
進協議会（勝部幸治会長）が毎年開催。ウオーキングを
楽しんでもらいながら、古代出雲王陵の丘など荒島地区
の魅力をＰＲしようと行っています。
　コースは、いずれも王陵の丘駐車場を発着点に王陵の
丘山頂や中海沿岸、ふるさと農道などを巡る三つが設定
されました。家族４人で初めて参加し３㌔を歩いた永田
瞳さん（赤江町）は、「子どもと一緒に歩
くことができ楽しかった。また参加したい」
と話しました。

▲古代出雲王陵の丘駐車場を出発する参加者。
今年は、荒島地区と10年前から交流を続ける
福井市東藤島地区のまちづくり推進協議会の
18人が参加し交流を深めました。

安来の職業を楽しく体験
　小中学生を対象とした職業体験イベント「やすぎエン
ジョイチャレンジ」が10月17日と18日、社会福祉協議会
広瀬支所などで開催され、市内外から約800人が参加しま
した。
　このイベントは、市内の青年四団体（安来青年会議所、
安来商工会議所青年部、安来青年経営者協議会、安来市
商工会青年部）が連携し、市内のにぎわいづくりや産業
ＰＲなどを目的に開催しました。カメラマン、アナウン
サー、自動車整備士など各会場に設置された約20の体験
ブースのほか、広瀬体育館ではフェンシングを体験できる
メニューも用意されました。
　主催した実行委員長の西村純一さん（清水町）は、「子
どもたちに楽しくさまざまな職業を体験してもらい、将来
安来で働いてほしい」と話しました。

▲「電器屋さん」で工具
を使いパソコンを分解
する様子。

◀「かじ屋さん」では、
くぎを金づちでたたい
てつぶし、ペーパーナ
イフを作りました。

広報やすぎ　2015年12月20



秘書課　℡ 23-3010

あんなこと、こんなこと
　地域の話題をお届けします。
皆さまからの情報も、
　　　　お待ちしています。

吉田国有林で森林に親しむ
　上吉田町にある吉田国有林で10月22日、「ふれあい
森林教室」が開催され、南小学校の５年生13人が森林
の役割や森を保護することの大切さなどを学びました。
　この催しは、島根森林管理署と吉田寿会（山田倍雄会
長）、南小学校が、平成２年から毎年取り組んでいる行事。
吉田国有林は、モデル林「安寿の森吉田」として森林環
境教育などの場になっています。
　教室では、記念植樹をはじめ、簡単に植えることがで
きるスギのコンテナ苗（根鉢付苗）の植樹、国有林にあ
るヤマモモやリョウブなど樹木の説明、シイタケの植菌
体験などが行われました。
　南小学校の梶村司くんは、「木の名前を勉強したこと
が楽しかった。森や自然を大切にしたい」と話しました。

▲森林教室の様子。国有林にある樹木の特性な
どを管理署の職員が説明しました。

清水寺で味わう神秘的な世界
　山陰を代表する古刹・清水寺で、境内などをほの
かな灯

あか
りと光で照らす「清水寺灯

あかり
参道」が10月16

日から18日まで開催されました。
　このイベントは、清水寺の新たな魅力創出を目的
に５年前から実施されています。参道や境内にはあ
んどんが並び、根本堂や三重塔など主な建物や木々
がライトアップされ、荘厳な雰囲気に包まれていま
した。
　イベント期間には、バリ舞踊やインドネシアの楽
器ガムラン演奏が根本堂で行われたほか、境内をガ
イドが案内するナイトウオークなどがあり、通常、
夜間は立ち入ることができない境内が、多くの来場
者でにぎわいました。

▲ライトアップされた
境内の様子。

◀参道に並ぶあんどん。
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優良建設工事を表彰
　市が発注し、前年度に完成した工事の中から、優良な工
事を施工した建設業者と技術者を選定し10月16日、安来
中央交流センターで表彰式を行いました。この表彰は、工
事品質の確保および建設技術の向上啓発などを目的に、市
が行っています。
●表彰した建設業者等および技術者（順不同、敬称略）
▽防災・安全交付金事業久白津田平線災害防除（その３）
工事／株式会社田中建設／吉村優二　▽天神原枝線汚水
管渠（その３）工事／平井建設株式会社／※技術者本
人退職　▽安来市消防庁舎新築工事（建築）／木下工務
店・丸永建設特別共同企業体／岡健治、三島武文　▽安
来市消防庁舎新築工事（機械設備）／アク
アシステム株式会社／藤原孝充

▲表彰を受けた皆さん。

安来の乳牛がチャンピオンに

▲グランドチャンピオンに選ばれたホルスタイン
と所有者の砂流さん（写真右）。

　10月10日に島根県中央家畜市場（松江市宍道町）
で開催された平成27年度島根県種畜共進会の乳用
種牛の部で、砂流啓二さん（上坂田町）所有のホル
スタインがグランドチャンピオンに選ばれました。
　この共進会は県内各地域から選抜された種牛を比
較展示し、改良の状況を確認することを目的にＪＡ
しまねが開催。各市町の代表37頭が出場し、安来
市の乳牛がチャンピオンに輝きました。
　また、女性部員の「和牛を見る目」を養うために
併せて行われたＪＡ女性部和牛審査競技会でも、比
田希望会（広瀬町）が優勝。今後の市の畜産振興に
つながることが期待されます。

伯太土手でツバキ植樹
　宇賀荘地区のツバキ愛好者らでつくる「宇賀荘花木の会」
の20人が10月８日、同地区内にある伯太川沿いの土手に
ツバキの苗木を植樹しました。
　植樹は土手を管理する県許可を得て、県道安来伯太日南
線の宇賀荘大橋から伯太方面へ約450メートルの区間で実
施。参加者は、同会で育てた高さ約50センチのツバキの
苗木を現場まで運ぶと、土手の植栽の間に等間隔で穴を掘
り、苗木を１本ずつ植え、スコップで丁寧に土を寄せてい
ました。この日は28本を植樹。順調に成長すると４年ほ
どで花を咲かせる予定です。
　同会の実重満男会長は「ツバキは開花時期が長い花。土
手を通る人に長い期間楽しんでもらいたい」と話していま
した。
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book図書館からのお知らせ

著　者   バリ・ライ
出版社   あすなろ書房

「おいぼれミック」

　イングランド
のレスターへ引っ
越してきたイン
ド人のハーヴェ
イ。そこで待っ
ていたのは、人
種差別主義者のガンコじいさん
でした。ハーヴェイ家族の平穏
な暮らしはどうなる？涙と笑い
の異文化交流物語です。

作・絵   深見春夫
出版社   岩崎書店

「あしにょきにょきにょき」

　絵本『あしにょ
きにょき』の続
編。ポコおじさ
んの庭の大きな
豆を食べたとた
ん、足がにょきにょきとのび始
めます。森を抜け街までのびた
足はあるもので進めなくなるの
ですが ･･･。くすっと笑える絵
本です。

著　者   岸本葉子
出版社   中央公論新社

「カフェ、はじめます」

　女性による起
業が注目されて
います。40代シ
ングル女子がか
わいい古民家に
ひと目惚れ。“お
むすびカフェ”開業を目指した
ドタバタ騒動の物語です。

が、たくさん詰まった心温まる
家族小説です。読んだ後に、きっ
と両親や兄弟に会いたくなりま
す。 

「家族連写」
著　者   森　浩美
出版社   ＰＨＰ研究所

　家族をテーマ
にした８つの物
語。言えなかっ
た想い、届かな
かった言葉など

「“あさ”が100倍楽しくなる
　　「九転十起」広岡浅子の生涯」

　広岡浅子さんって
誰？と思いませんでし
たか。ＮＨＫ連続テレ
ビ小説「あさが来た」
のモデル広岡浅子の波
乱と激動に満ちた人生

著　者   古川智映子
出版社   潮出版社

を、写真を交え分かりやすく解説して
います。

シリーズ「ザ・クロニクル　戦後日本の70年」
　Chronicle ①～⑬巻　1945～2009年
著　者   一般社団法人共同通信社
出版社   幻冬舎

　共同通信社が撮影し
た写真による戦後70
年の記録集です。戦後
の混乱から高度経済成
長、安保闘争、オイル
ショック、オウム真理教事件、東日本大震災まで、その１
枚１枚に秘められた意味と背景。現在の日本の土台をつ
くった戦後の出来事を振り返ります。

●安来市立図書館
日時　12月23日㈬㈷

①10時30分～
②13時30分～（各１時間）

内容　ハンドベル、ペープサー
ト ( 紙人形劇）、手遊び
など。

その他　参加者には、職員手作り
のプレゼントを配布。

ク
リス

マス会を開催します
●はくた図書室
日時　12月19日㈯ 14時～
場所　はくた文化学習館視聴覚
　　　ホール
内容　子ども人形劇「ダチョウ

のくびはなぜながい」
公演　人形劇こうのとり

臨時休館のお知らせ

　蔵書点検のため、次の期
間、臨時休館とします。

●ひろせ図書室
期間
　12月８日㈫～11日㈮

その他の新着図書情報は
安来　図書館情報　検索

　近くの図書館（室）に借りたい
本がない場合、他の図書館（室）
から取り寄せができます。詳し
くは、図書館（室）へお問い合わ
せください。

■問い合わせ
安来市立図書館…℡ 22-2574
ひろせ図書室……℡ 32-4455
はくた図書室……℡ 37-0050
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永
久
選
挙
人
名
簿
の
登
録
と
縦
覧

　
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　
℡
23-

３
１
３
５

登
録
対
象
者　
平
成
７
年
12
月

２
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
で
、

平
成
27
年
９
月
１
日
ま
で
に
住

民
登
録
を
済
ま
せ
、
引
き
続
き

３
カ
月
以
上
安
来
市
に
居
住
し

て
い
る
人
。

縦
覧
期
間　
12
月
３
日
㈭
～
７

日
㈪
８
時
30
分
～
17
時

縦
覧
場
所　
選
挙
管
理
委
員
会

異
議
申
出　
登
録
さ
れ
る
資
格

が
あ
る
人
が
名
簿
に
登
録
さ
れ

て
い
な
い
場
合
、
縦
覧
期
間
中

に
異
議
の
申
出
書
を
提
出
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

行　

政

国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ

が
あ
る
人
は
「
後
納
制
度
」
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

　
　
国
民
年
金
保
険
料
専
用
ダ

イ
ヤ
ル

　
℡
０
５
７
０-

０
１
１-

０
５
０

・
松
江
年
金
事
務
所

　
℡
０
８
５
２-

23-

９
５
４
０

・
保
険
年
金
課
℡
23-

３
０
８
６

　
国
民
年
金
保
険
料
は
、
納
期

限
よ
り
２
年
を
経
過
し
た
場

合
、
時
効
に
よ
っ
て
納
付
す
る

こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
過
去
５
年
間
の
納
め

忘
れ
た
保
険
料
に
つ
い
て
は
、

平
成
27
年
10
月
か
ら
平
成
30
年

９
月
ま
で
の
３
年
間
に
限
り
、

過
去
５
年
分
ま
で
納
め
る
こ
と

が
可
能
で
す
。（
こ
れ
を
「
後

納
制
度
」
と
い
い
ま
す
。）

　
後
納
制
度
を
利
用
す
る
こ
と

で
、年
金
額
が
増
え
る
場
合
や
、

納
付
期
間
が
不
足
し
て
い
る
人

が
年
金
受
給
資
格
を
得
ら
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
過
去
10
年
間
に
納
め
忘
れ
た

国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
す
る

こ
と
で
将
来
の
年
金
額
を
増
や

す
こ
と
が
で
き
る
「
10
年
の
後

納
制
度
」
は
、
平
成
27
年
９
月

30
日
を
も
っ
て
終
了
し
ま
し
た
。

　
後
納
制
度
の
ご
利
用
に
は
事

前
に
年
金
事
務
所
へ
の
申
し
込

み
が
必
要
で
す
が
、
審
査
の
結

果
、
後
納
制
度
に
よ
る
納
付
を

ご
利
用
い
た
だ
け
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

要
介
護
認
定
の
高
齢
者
に
「
障

害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
」
を

発
行
し
ま
す

　
介
護
保
険
課

　
℡
23-

３
２
９
３

　
介
護
保
険
の
要
介
護
認
定
を

受
け
て
い
る
65
歳
以
上
の
人
で
、

障
が
い
の
程
度
が
一
定
基
準
を

満
た
す
場
合
、
申
請
に
よ
り
障

末
調
整
や
確
定
申
告
の
際
に
添

付
す
る
と
、
障
害
者
手
帳
な
ど

を
お
持
ち
で
な
く
て
も
、
本
人

ま
た
は
そ
の
扶
養
者
が
、
所
得

税
や
市
県
民
税
の
障
害
者
控
除

（
ま
た
は
特
別
障
害
者
控
除
）
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

認
定
基
準

▽
障
害
者
控
除
…
障
が
い
の
程

度
が
、
知
的
障
が
い
者
（
軽
度

・
中
度
）・
身
体
障
が
い
者
（
３

級
～
６
級
）
と
同
程
度
。

▽
特
別
障
害
者
控
除
…
障
が
い

の
程
度
が
、知
的
障
が
い
者（
重

度
）・
身
体
障
が
い
者
（
１
級

～
２
級
）
と
同
程
度
、
寝
た
き

り
状
態
（
６
カ
月
程
度
以
上
臥

床
し
、
食
事
・
排
便
な
ど
の
日

常
生
活
に
支
障
の
あ
る
状
態
）

申
請
窓
口　
介
護
保
険
課（　
）、

市
民
課
④
窓
口
（
安
来　
）、
伯

太　

 （
伯
太　
）

※
申
請
書
は
、
申
請
窓
口
に
設

置
（
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）。
申
請
の

際
は
、
印
鑑
を
お
持
ち
く
だ
さ

い
。

害
者
控
除
の
対
象
者

と
し
て
認
定
書
を
発

行
し
ま
す
。

　
こ
の
認
定
書
を
年

２０１６年
安来市消費生活カレンダーを

配布します

　消費者トラブルの未然防止や、振り込め詐
欺被害防止の啓発を目的に、「２０１６年安
来市消費生活カレンダー」を配布します。消
費者生活のお役立ち情報のほか、安来出身の
漫画家・柏谷コッコさんが手掛けたかわいら
しいイラストも掲載しています。
　65歳以上の単身世帯の人には、全世帯に配
布する予定です。そのほかカレンダーを希望
する人は、安来消費生活センターまで取りに
来てください。先着順として、なくなり次第
終了します。

配布期間　12月10日㈭～18日㈮
配布場所　安来消費生活センター
　　　　　（安来中央　内）
その他　▽一世帯一部　▽先着順　▽郵送不可
　　　　　市民相談室　℡ 23－3068

３
カ
月
が
一
目
で
分

か
る
便
利
な
カ
レ
ン

ダ
ー
で
す

問

問

問

申
問

交

健

庁

庁

地
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●
障
が
い
者
ふ
れ
あ
い
作
品
展

を
開
催
し
ま
す
（
入
場
無
料
）

　

市
内
在
住
で
障
が
い
の
あ
る

人
が
、
日
ご
ろ
取
り
組
ん
で
い

る
作
業
の
成
果
や
趣
味
の
作
品

な
ど
を
展
示
し
ま
す
。
感
性
あ

ふ
れ
る
素
晴
ら
し
い
作
品
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

日
時　
12
月
４
日
㈮
～
７
日
㈪

10
時
～
17
時
（
７
日
は
15
時
ま

で
）

場
所　
プ
ラ
ー
ナ
２
階
多
目
的

ホ
ー
ル

「
母
子
父
子
寡
婦
福
祉
資
金
」

貸
付
予
約
を
受
け
付
け
ま
す

　
　
福
祉
課
℡
23-

３
２
１
０

　
現
在
、
母
子
ま
た
は
父
子
家

庭
な
ど
を
対
象
に
母
子
父
子
寡

婦
福
祉
資
金
の
予
約
貸
付
の
申

請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
平
成
26
年
10
月
の
法
改
正
に

伴
い
、
父
子
家
庭
の
人
も
対
象

と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
貸
付
資

金
は
、
独
立
行
政
法
人
日
本
学

生
支
援
機
構
法
に
よ
る
奨
学
金

な
ど
、
他
制
度
の
奨
学
金
貸
付

と
の
併
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

対
象
者　
平
成
28
年
４
月
か
ら

進
学
等
を
希
望
し
、
次
の
い
ず

知
識
・
技
能
習
得
の
資
金

▽
就
学
支
度
資
金　
就
学
、
修

業
す
る
た
め
に
必
要
な
入
学
金

や
被
服
な
ど
の
購
入
資
金

○�

母
子
家
庭
の
母
、
父
子
家
庭

の
父
及
び
寡
婦
の
知
識
技
能

習
得
を
対
象
と
す
る
資
金

（
※
連
帯
保
証
人
を
立
て
る

場
合
は
無
利
子
、
立
て
な
い

場
合
は
利
子
年
１・５
％
）

▽
技
能
習
得
資
金　
就
職
に
必

要
な
知
識
技
能
を
習
得
す
る
た

め
の
資
金

そ
の
他　
申
請
を
す
る
際
は
事

前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

れ
か
に
該
当
す
る
人

①�

児
童
を
扶
養
す
る
母
子
家
庭

の
母
ま
た
は
父
子
家
庭
の
父

②�

20
歳
以
上
の
子
を
扶
養
す
る

寡
婦

③
父
母
の
な
い
児
童

●
対
象
と
な
る
資
金

○�

児
童
の
進
学
等
を
対
象
と
す

る
資
金
（
※
貸
付
は
い
ず
れ

も
無
利
子
で
す
）

▽
修
学
資
金　
高
等
学
校
、
大

学
、
高
等
専
門
学
校
ま
た
は
専

修
学
校
の
就
学
に
必
要
な
授
業

料
、
書
籍
代
、
交
通
費
な
ど
の

資
金

▽
修
業
資
金　
就
職
に
必
要
な

家きん飼養者の皆さんへ
鳥インフルエンザの対策を！

●
公
共
施
設
で
は
割
引
な
ど
の

特
典
が
あ
り
ま
す

　

週
間
中
は
、
市
・
県
の
施
設

な
ど
で
入
場
料
割
引
な
ど
の

サ
ー
ビ
ス
を
実
施
す
る
と
こ
ろ

が
あ
り
ま
す
。

※
足
立
美
術
館
・
安
来
節
演
芸

館
（
無
料
）・
夢
ラ
ン
ド
し
ら

さ
ぎ
・
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
（
入

浴
料
半
額
減
免
）
な
ど

※
ご
利
用
の
際
は
、
障
害
者
手

帳
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。
詳

し
く
は
、
各
施
設
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

12 月３日～９日は
障がい者週間です

　福祉課℡ 23－3216

　

障
が
い
者
の
福
祉
に
つ
い
て

関
心
と
理
解
を
深
め
、
障
が
い

者
が
社
会
・
経
済
・
文
化
な
ど

あ
ら
ゆ
る
分
野
の
活
動
に
積
極

的
に
参
加
す
る
意
欲
を
高
め
る

た
め
の
週
間
で
す
。

　今冬も渡り鳥の飛来シーズンに入りました。
島根県では昨年11月に野鳥のふん便から、高
病原性鳥インフルエンザが分離されました。近
隣諸国では本病が継続発生しており、県内への
ウイルスの侵入が懸念されています。ニワトリ
やアヒル、ウズラなど家きんを飼養している人
は、次の事項に注意して対策を施しましょう。

　　松江家畜保健衛生所
　　℡ 0852－52ー5230

①�野生動物が鳥小屋への侵入するのを防ぐため
のネットなどの設置や点検、修繕

②鳥小屋に出入りする際の手洗い、靴の消毒
③�飼養している鳥の状態のこまめな観察、異

状発見時の家畜保健衛生所への通報

※�飼養されている家きんに異常を発見した際
は、最寄りの家畜保健衛生所に速やかに連
絡いただきますようお願いします。

問

問

申
問

広報やすぎ　2015年12月

庁…庁舎
地…地域センター

健…安来市健康福祉センター
　　（広瀬保健センター）

申…申し込み先
問…問い合わせ

交…交流センター
伯…伯太保健センター
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安
来
市
臨
時
福
祉
給
付
金
の
申

請
は
12
月
１
日
ま
で

　
福
祉
課
℡
32-

９
５
０
０

　
消
費
税
率
の
引
き
上
げ
に
よ

る
影
響
を
緩
和
す
る
た
め
、
所

得
の
低
い
人
に
対
し
て
支
給
さ

れ
る
安
来
市
臨
時
福
祉
給
付
金

（
平
成
27
年
度
）
の
申
請
締
切

は
、
12
月
１
日
ま
で
で
す
。

　
対
象
と
思
わ
れ
る
人
に
は
９

月
初
旬
に
申
請
書
を
お
送
り
し

て
い
ま
す
。
ま
だ
、
提
出
し
て

い
な
い
人
は
期
限
内
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

松
江
圏
都
市
計
画
用
途
地
域

（
飯
島
町
の
一
部
）
の
変
更
原

案
に
つ
い
て
説
明
会
を
開
催
し

ま
す

　
都
市
計
画
課
℡
23-

３
３
１
０

日
時　
12
月
10
日
㈭
19
時
～

場
所　
安
来
中
央

第
７
回
安
来
市
歴
史
文
化
講
座

「
石
垣
と
瓦
か
ら
富
田
城
を
考

え
る ｰ

秀
吉
の
時
代
の
山
陰
と

山
陽ｰ

」

　
文
化
課
℡
23-

３
２
４
０

　
城
跡
か
ら
出
土
す
る
石
垣
や

瓦
な
ど
を
手
が
か
り
に
、
中
世

城
郭
か
ら
近
世
城
郭
へ
と
変
貌

し
て
い
っ
た
富
田
城
に
つ
い

て
、
他
地
域
の
城
郭
と
比
較
し

な
が
ら
解
説
し
ま
す
。

日
時　
12
月
６
日
㈰
14
時
～
16
時

場
所　
安
来
中
央　

講
師　
乗
岡
実
氏
（
岡
山
市
教

育
委
員
会 

文
化
財
課
課
長
）

そ
の
他　
▽
入
場
無
料　
▽
事

前
申
込
不
要

里
親
さ
ん
と
の
お
は
な
し
会
を

開
催
し
ま
す
（
参
加
無
料
）

　
　
島
根
県
里
親
会
事
務
局

℡
０
８
５
２-
21-
３
１
６
８

　
一
人
で
も
多
く
の
子
ど
も
が

家
庭
の
ぬ
く
も
り
の
中
で
生
活

で
き
る
こ
と
を
願
い
、
多
く
の

人
に
里
親
制
度
を
知
っ
て
い
た

だ
く
た
め
、
県
内
に
お
住
ま
い

の
里
親
さ
ん
と
の
お
は
な
し
会

を
開
催
し
ま
す
。
里
親
家
庭
の

子
ど
も
の
養
育
に
つ
い
て
里
親

さ
ん
か
ら
お
は
な
し
を
聞
い
て

み
ま
せ
ん
か
。

日
時　
11
月
28
日
㈯
14
時
～
16
時

場
所　
島
根
県
立
図
書
館
（
松

江
市
内
中
原
町
）

対
象　
里
親
に
興
味
の
あ
る
人

な
ど
、誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

　

除
雪
作
業
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

今
年
も
雪
が
降
る
寒
い
時
期
が
や
っ
て
来

ま
す
。
降
雪
時
、
道
路
の
除
雪
作
業
は
、

次
の
計
画
で
行
い
ま
す
。　

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

④
除
雪
作
業
に
よ
り
砕
石
な
ど
が
耕
地
に
入

る
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
の
除
去
補
償

は
い
た
し
ま
せ
ん
。

⑤
国
道
・
県
道
・
市
道
の
一
部
に
立
て
る
ス

ノ
ー
ポ
ー
ル
や
木
製
ポ
ー
ル
を
撤
去
し
な
い

で
く
だ
さ
い
。

⑥
主
要
幹
線
道
路
の
除
雪
を
優
先
し
ま
す

が
、
作
業
の
順
序
が
前
後
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

　

県
道
・
国
道
の
除
雪
に
つ
い
て

　
　

…
広
瀬
土
木
事
業
所
℡
32-

２
０
３
１

　

・
市
道
の
除
雪
に
つ
い
て　

　
　

…
土
木
建
設
課　

℡
23-

３
３
０
７

■
除
雪
作
業
に
際
し
て
の
お
願
い

①
国
道
・
県
道
・
市
道
に
面
す
る
人
家
の
屋
根
か

ら
生
じ
た
雪
や
、
除
雪
後
の
人
家
の
出
入
り
口
の

雪
は
、
交
通
に
支
障
の
な
い
よ
う
各
家
庭
で
処
理

し
て
く
だ
さ
い
。

②
道
路
上
や
待
避
所
な
ど
に
は
、
車
両
な
ど
を
放

置
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
や
む
を
得
ず
一
時
的
に

置
く
場
合
は
、
赤
布
を
縛
り
つ
け
た
竹
を
立
て
る

な
ど
目
印
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

　

※
除
雪
作
業
中
に
道
路
上
の
放
置
物
件
に
損
傷

　

を
与
え
た
場
合
な
ど
は
、
そ
の
補
償
は
い
た
し

　

ま
せ
ん
。

③
民
有
地
の
樹
木
な
ど
が
路
上
に
倒
れ
、
通
行
の

支
障
と
な
る
恐
れ
の
あ
る
も
の
は
、
所
有
者
で
事

前
に
処
理
し
て
く
だ
さ
い
。

　

※
通
行
の
支
障
と
な
る
場
合
、
県
、
市
で
伐
採

実
施
条
件
…
新
雪
15
㌢
以
上
の
積
雪
が
あ
る
こ
と

作
業
時
間
帯
…
５
時
～
18
時

除
雪
路
線
…
■
主
要
市
道
、
バ
ス
路
線
お
よ
び
国
道
・

　
　
　
　
　
　
　

県
道
に
通
じ
る
市
道

　
　
　
　
　
　

■
集
落
間
を
結
ぶ
市
道

　
　
　
　
　
　

■
集
落
内
市
道
（
除
雪
で
き
る
幅
員
・
回

　
　
　
　
　
　
　

転
場
が
あ
る
除
雪
対
象
路
線
）

水
道
管
の
防
寒
対
策
は
お
早
め
に

問

問問 問

申
問

交

交

広報やすぎ　2015年12月26



　

水
道
管
理
課
℡
23-

２
０
２
０

 

・
水
道
工
務
課
℡
23-

２
０
２
１

●
凍
結
を
防
ぐ
に
は

▽
露
出
し
て
い
る
水
道
管
や
蛇

口
に
保
温
材
を
取
り
付
け
る（
保

温
材
が
濡
れ
な
い
よ
う
、ビ
ニ
ー

ル
テ
ー
プ
な
ど
を
下
の
方
か
ら

巻
き
上
げ
て
く
だ
さ
い
）

▽
水
抜
き
せ
ん
、
不
凍
水
せ
ん

を
お
使
い
の
場
合
は
、
就
寝
前

や
留
守
に
す
る
と
き
、
忘
れ
ず

に
水
抜
き
を
し
ま
し
ょ
う
。

●
凍
結
し
て
水
が
で
な
く
な
っ

た
と
き
は

▽
蛇
口
を
開
き
、
凍
っ
た
部
分

に
タ
オ
ル
か
布
を
か
け
、
蛇
口

の
方
か
ら
ぬ
る
ま
湯
を
、
ゆ
っ

く
り
と
か
け
て
く
だ
さ
い
。（
熱

水
道
管
の
防
寒
対
策
は
お
早
め
に

凍結注意！

ジ
）
が
必
要
と
な
る

施
設
が
あ
り
ま
す
。

▽
燃
料
費
な
ど
は
市

が
負
担
し
ま
す
。

　
気
温
が
低
く
な
る
と
、
水
道

管
の
凍
結
破
損
に
よ
る
漏
水
が

発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
漏

水
が
多
発
す
る
と
、
貯
水
池
の

水
が
無
く
な
る
な
ど
、
広
範
囲

で
断
水
が
起
こ
る
原
因
に
な
り

ま
す
。寒
波
が
訪
れ
る
ま
で
に
、

水
道
管
の
防
寒
対
策
を
行
い
ま

し
ょ
う
。

　
ま
た
、
家
を
長
期
留
守
に
す

る
と
き
は
、
水
道
管
の
凍
結
破

損
や
漏
水
防
止
の
た
め
、
水
道

メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
の
止
水

せ
ん
を
閉
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

小
型
除
雪
機
を
貸
し
出
し
ま
す

　
危
機
管
理
課
℡
23-

３
１
７
１

　

手
押
し
型
の
小
型
除
雪
機

を
次
の
中
山
間
地
域
の
交
流
セ

ン
タ
ー
お
よ
び
消
防
署
に
１
台

ず
つ
配
置
し
、
自
治
会
や
自
主

防
災
組
織
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
な
ど
に
無
償
で
貸
し
出
し
ま

す
。
詳
し
く
は
、
各
施
設
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

配
置
場
所
・

▽
消
防
署

・
安
来
本
署 

℡
23-

３
４
１
０

・
広
瀬
分
署 

℡
32-

２
３
０
８

・
伯
太
分
署 

℡
37-

１
０
２
６

・
比
田
分
駐
署 

℡
34-

０
１
５
４

▽
布
部　

 

℡
36-

０
０
０
１

▽
東
比
田　

 

℡
34-

０
２
１
１

▽
山
佐　

 

℡
35-

０
１
２
９

▽
宇
波　

 

℡
36-

０
８
５
２

▽
西
谷　

 

℡
36-

０
３
７
６

湯
は
、
破
裂
や
ひ
び
割
れ
を
起

こ
し
ま
す
）

●
水
道
管
が
破
裂
、
ひ
び
割
れ

し
た
と
き
は

▽
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
の
止

水
せ
ん
を
閉
め
て
、
修
理
の
申

し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

修
理
の
申
込
先　
水
道
管
理
課

・
水
道
工
務
課
、
ま
た
は
安
来

市
指
定
給
水
工
事
事
業
者

※
指
定
事
業
者
は
、
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
水
道
管
理（
工

務
）
課
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
宅
地
内
の
水
道
管
工
事
は
指

定
事
業
者
で
な
け
れ
ば
で
き
ま

せ
ん
。

放
送
大
学
「
平
成
28
年
４
月
入

学
生
」
募
集

　
放
送
大
学
島
根
学
習
セ
ン
タ
ー

　
℡
０
８
５
２-

28-

５
５
０
０

　
放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
な
ど

の
放
送
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

通
し
て
学
ぶ
通
信
制
の
大
学
で

す
。
心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・

歴
史
・
文
学
・
自
然
科
学
な
ど
、

幅
広
い
分
野
を
学
べ
ま
す
。

出
願
期
間　
第
１
回･･･
12
月

１
日
㈫
～
平
成
28
年
２
月
29
日

㈪
、
第
２
回･･･

平
成
28
年
３

月
１
日
㈫
～
３
月
20
日
㈰

そ
の
他　
資
料
（
無
料
）
は
、

島
根
学
習
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
、

放
送
大
学
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

●
入
学
説
明
会

日
時
・
場
所　
12
月
13
日
㈰
・

平
成
28
年
２
月
14
日
㈰
い
ず
れ

も
10
時
～
・
14
時
～
、
島
根
学

習
セ
ン
タ
ー
（
松
江
市
白
潟
本

町
）

年
末
ジ
ャ
ン
ボ
し
ま
ね
企
業
博

　
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
し
ま
ね

　
℡
０
８
５
２-

28-

０
６
９
４

　
島
根
県
内
企
業
の
採
用
担
当

者
に
よ
る
企
業
説
明
会
を
行
い

ま
す
。

日
時　
12
月
27
日
㈰
10
時
30
分

▽
奥
田
原　

 

℡
35-

０
０
４
７

▽
安
田　

 

℡
37-

０
８
３
５

▽
井
尻　

 

℡
37-

０
８
３
６

▽
赤
屋　

 

℡
38-

０
１
４
５

そ
の
他　
▽
機
材
の
搬
送
は
各

自
で
お
願
い
し
ま
す
。
軽
ト
ラ
ッ

ク
の
場
合
は
、
足
下
駄
（
ブ
リ
ッ

～
16
時
30
分

場
所　
く
に
び
き
メ
ッ
セ
（
松

江
市
学
園
南
）

内
容　
▽
企
業
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
（
10
時
30
分
～
12
時
）

▽
企
業
説
明
会
・
島
根
の
企
業

を
知
ろ
う
！
※
ブ
ー
ス
訪
問

（
13
時
～
16
時
）　
▽
今
後
の
就

活
の
流
れ
を
説
明
（
16
時
～
16

時
30
分
）

対
象
者　
大
学
、
短
大
、
高
専
、

専
修
学
校
に
在
学
中
の
人
。

参
加
企
業　

12
月
初
旬
か
ら

「
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
し
ま
ね
」
の

サ
イ
ト
に
順
次
掲
載
。

自
衛
官
候
補
生
の
募
集（
陸
上・

海
上
・
航
空
自
衛
隊
）

　
　
自
衛
隊
島
根
地
方
協
力
本

部 

℡
０
８
５
２-

21-

０
０
１
５

応
募
資
格　

日
本
国
籍
を
有

し
、
採
用
予
定
月
の
１
日
現
在

に
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
者

応
募
期
限　
12
月
４
日
㈮

試
験　
▽
期
日
…
12
月
5
日
㈯

▽
場
所
…
出
雲
駐
屯
地
お
よ
び

出
雲
合
同

問 問

問

問

申
問

申
問

交
交交交 交

交
交交交

庁

広報やすぎ　2015年12月

庁…庁舎
地…地域センター

健…安来市健康福祉センター
　　（広瀬保健センター）

申…申し込み先
問…問い合わせ

交…交流センター
伯…伯太保健センター
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レ
ッ
シ
ュ
し
ま
し
ょ
う
。

日
時
・
場
所　
12
月
22
日
㈫
10

時
30
分
～
12
時
、

救
急
法
講
習
会

　
　
　
（
要
申
込
・
託
児
あ
り
）

　
　
や
す
ぎ
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー  

℡
23-

７
０
５
０

　
子
ど
も
の
病
気
や
け
が
の
予

防
法
、
応
急
処
置
に
つ
い
て
学

び
ま
す
。ま
た
、Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
っ

た
心
肺
蘇
生
法
の
実
習
な
ど
も

行
い
ま
す
。

日
時　
12
月
11
日
㈮
10
時
～
12

時場
所　
安
来
市
消
防
本
部

申
込
期
限　
12
月
９
日
㈬

乳
幼
児
健
診

　
子
ど
も
未
来
課

　
℡
23-
３
２
２
２

※
時
間
は
受
付
時
間
で
す
。

●
４
か
月
児
健
診

日
時
・
場
所　
12
月
３
日
㈭
13

時
～
13
時
45
分
、

対
象　
平
成
27
年
７
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん
。

持
ち
物　
母
子
健
康
手
帳
、
ア

ン
ケ
ー
ト
。

●
９
か
月
児
相
談
会

日
時
・
場
所　
12
月
３
日
㈭
９

時
～
９
時
45
分
、

対
象　
平
成
27
年
２
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん
。

持
ち
物　
母
子
健
康
手
帳
。

●
１
歳
６
か
月
児
健
診

日
時
・
場
所　
12
月
24
日
㈭
９

時
～
９
時
45
分
、

対
象　
平
成
26
年
５
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん
。

持
ち
物　
母
子
健
康
手
帳
、
ア
ン

ケ
ー
ト
、
仕
上
げ
用
歯
ブ
ラ
シ
。

●
３
歳
児
健
診

日
時
・
場
所　
12
月
24
日
㈭
13

時
～
13
時
45
分
、

対
象　
平
成
24
年
９
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん
。

持
ち
物　
母
子
健
康
手
帳
、
ア

ン
ケ
ー
ト
、
歯
ブ
ラ
シ
、
当
日

朝
の
尿
。

Ｂ
Ｃ
Ｇ
予
防
接
種

　

子
ど
も
未
来
課

　

℡
23-

３
２
２
２

日
時　
12
月
16
日
㈬
13
時
15
分

～
13
時
45
分
（
受
付
時
間
）

場
所　

対
象　
平
成
27
年
６
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん
。

持
ち
物　
母
子
健
康
手
帳
、
予

防
接
種
予
診
票
。

離
乳
食
教
室
（
要
申
込
）

　
　

子
ど
も
未
来
課

　
　

℡
23-

３
２
２
２

日
時　
12
月
15
日
㈫
▽
５
～
６

カ
月
児
…
９
時
45
分
～
10
時　

▽
９
～
11
カ
月
児
…
13
時
30
分

～
13
時
45
分
（
受
付
時
間
）　

　
　
℡
23-

３
２
２
０　

　
食
生
活
や
健
診
結
果
な
ど
に

つ
い
て
、
管
理
栄
養
士
が
専
門

的
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
ま

す
。
市
民
で
あ
れ
ば
、
ど
な
た

で
も
利
用
で
き
ま
す
。

日
時
・
場
所　
▽
12
月
1
日
㈫

９
時
30
分
～
16
時
、
安
来
中
央

　
　
▽
12
月
15
日
㈫
９
時
～
12

時
、

が
ん
検
診

　
い
き
い
き
健
康
課

　
℡
23-

３
２
２
０

日
時
・
場
所　
▽
12
月
３
日
㈭
、

宇
賀
荘　
　

▽
12
月
４
日
㈮
、

能
義　
　
▽
12
月
５
日
㈯
、
安

来
市
役
所
安
来　
　
▽
12
月
７

日
㈪
、
大
塚　
、
吉
田　
、
宇

賀
荘　
、
能
義

※
健
診
時
間
・
健
診
内
容
の
詳

細
は
、
10
月
に
世
帯
配
布
し
て

お
り
ま
す
「
平
成
27
年
度
各
地

区
が
ん
検
診
の
お
知
ら
せ
」
を

ご
覧
い
た
だ
く
か
、
い
き
い
き

健
康
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

保　

健

場
所　

申
込
期
限　
12
月
11
日
㈮

持
ち
物　
母
子
健
康
手
帳
、
冊

子
「
離
乳
食
の
進
め
方
」（
４

か
月
児
健
診
時
に
配
布
）、
参

加
費
１
０
０
円
、
お
て
ふ
き
。

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
子
ど
も
未
来
課

　
　

℡
23-

３
２
２
２

●
「
み
ん
な
で
楽
し
く
お
も
ち

つ
き
」（
要
申
込
）

　
な
か
な
か
体
験
す
る
こ
と
が

な
く
な
っ
た
、
き
ね
と
臼
で
お

も
ち
を
つ
き
ま
す
。
親
子
で
体

験
し
ま
し
ょ
う
。

日
時
・
場
所　
12
月
10
日
㈭
10

時
30
分
～
12
時
、

●
「
お
母
さ
ん
の
た
め
の
ヨ
ガ

教
室
」（
要
申
込
・
託
児
あ
り
）

　

育
児
で
大
変
な
お
母
さ
ん
、

ヨ
ガ
を
楽
し
み
、
気
分
を
リ
フ

光と影のファンタジーショー

栄
養
相
談
（
無
料
・

要
予
約
）

　
　
い
き
い
き
健
康

課

問

問

問

申申
問問

申
問

申
問

　影絵での歌や昔話。光と影の幻
想的な世界を親子一緒に楽しんで
みませんか？
日時　12月11日㈮
　　　10時30分～11時30分
場所　親子　内つどいの広場

　　やすぎファミリーサポートセン
　　ター　℡ 23-７０５０
申問

交

交

交
交

交

交

交
交
庁

健

健

健

健 健

健健伯伯
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心
の
健
康
相
談（
無
料・要
申
込
）

　
　
松
江
保
健
所

　
℡
０
８
５
２-

23-

１
３
１
６

　
・
福
祉
課
℡
23-

３
２
１
６

　
心
の
病
気
や
悩
み
、
飲
酒
問

題
、
も
の
忘
れ
な
ど
に
関
す
る

相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時
・
場
所　
12
月
３
日
㈭
・

14
日
㈪
・
17
日
㈭
13
時
30
分
～

15
時
30
分
、
松
江
保
健
所

そ
の
他　
前
日
ま
で
に
要
予
約

教
室
・
講
座

遺
言
、
不
動
産
の
売
買
、
名
義

変
更
登
記
、
お
金
の
貸
し
借
り
、

借
金
、ク
レ
ジ
ッ
ト
、悪
質
商
法
、

会
社
の
登
記
、
裁
判
、
調
停
、
成

年
後
見
等
高
齢
者
の
財
産
管
理

な
ど
。

そ
の
他　
予
約
優
先
（
予
約
は

平
日
12
時
30
分
～
15
時
30
分
）

各
種
定
期
相
談
は
市
民
カ
レ
ン

ダ
ー
で
ご
確
認
く
だ
さ
い

　
相
談
時
間
・
お
問
い
合
わ
せ

先
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

生
活
相
談　

▽
９
時
～
16
時

▽
社
会
福
祉
協
議
会
℡
23-

１
８
５
５

消
費
者
問
題
弁
護
士
相
談　
▽

９
時
～
12
時
、
市
民
相
談
室
℡

23-

３
０
６
８　

安
来
市
学
習
訓
練
セ
ン
タ
ー
主

催
の
教
室
な
ど

　
　
安
来
市
学
習
訓
練
セ
ン
タ
ー

　
　
℡
23-
１
７
５
０

　
い
ず
れ
も
同
セ
ン
タ
ー
を
会

場
に
開
催
し
ま
す
。

●
パ
ソ
コ
ン
な
ん
で
も
相
談
日

　
ち
ょ
っ
と
聞
き
た
い
小
さ
な

疑
問
の
解
決
方
法
教
え
ま
す
。

操
作
全
般
の
質
問
も
対
応
可
。

日
時　
12
月
７
日
㈪・14
日
㈪・

21
日
㈪
10
時
～
12
時

受
講
料　
５
０
０
円
。

そ
の
他　
▽
パ
ソ
コ
ン
持
込
可

▽
申
込
不
要
。

●
パ
ソ
コ
ン
個
人
指
導

　

分
か
ら
な
い
こ
と
が
マ
ン

ツ
ー
マ
ン
で
集
中
的
に
学
べ
、

自
分
の
ペ
ー
ス
で
進
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。（
１
回
２
時
間
）

受
講
料　
３
０
０
０
円
。

そ
の
他　
▽
受
講
日
時
は
事
前

に
ご
相
談
く
だ
さ
い　
▽
パ
ソ

コ
ン
、デ
ジ
カ
メ
な
ど
持
込
可
。

●
パ
ソ
コ
ン
教
室

①
パ
ソ
コ
ン
初
心
者
午
前
コ
ー

ス日
時　
12
月
17
日
㈭
・
18
日
㈮
・

22
日
㈫
・
24
日
㈭
（
４
日
間
）

９
時
30
分
～
12
時
30
分

受
講
料　
５
０
０
０
円
（
テ
キ

ス
ト
代
別
途
１
０
０
０
円
）。

そ
の
他　
▽
定
員
15
人　
▽
要

申
込　
▽
パ
ソ
コ
ン
持
込
不
要
。

②
パ
ソ
コ
ン
年
賀
状
作
成
教
室

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
お
気

に
入
り
の
イ
ラ
ス
ト
な
ど
を
は

り
つ
け
て
文
面
作
成
し
ま
す
。

日
時　
①
12
月
３
日
㈭
・
②
12

月
10
日
㈭
10
時
～
12
時

受
講
料　
各
１
５
０
０
円
。

そ
の
他　
▽
一
人
で
入
力
で
き

る
人
が
対
象　
▽
定
員
15
人　

▽
要
申
込　
▽
パ
ソ
コ
ン
持
込

不
要
。

③
パ
ソ
コ
ン
グ
ル
ー
プ
講
習

　
職
場
や
趣
味
の
仲
間
等
と
楽

し
く
学
び
ま
せ
ん
か
。

内
容　
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
な

ど
の
12
時
間
コ
ー
ス
。

受
講
料　

一
人
５
０
０
０
円

（
テ
キ
ス
ト
代
別
途
）

そ
の
他　
日
時
、
人
数
、
講
習

内
容
は
要
相
談　
▽
パ
ソ
コ
ン

の
持
込
不
要
。

相　

談

行
政
相
談
所　
▽
安
来・広
瀬・

伯
太
会
場
…
９
時
～
12
時
、
▽

市
民
相
談
室
℡
23-

３
０
６
８

特
設
人
権
相
談
所　
▽
９
時
30

分
～
12
時　
▽
人
権
施
策
推
進

課
℡
23-

３
０
９
５

し
ま
ね
東
部
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
出
張
相
談
会

（
要
予
約
）　
▽
13
時
～
16
時　

▽
サ
ポ
ス
テ
松
江
℡
０
８
５
２

-

33-

７
７
１
０

縁
結
び
相
談
※
月
２
回｢

は
ぴ

こ
交
流
サ
ロ
ン｣　
▽
10
時
～

12
時　

▽
定
住
企
画
課
℡
23-

３
０
５
９

12月4日～10日は人権週間
人権フェスティバル

 つなげて未来や 2015 
in はくた

　人権・福祉・環境分野などで活動す
る人の活動発表や体験・展示・販売コー
ナーなどを開設します。（入場無料）
日時　12月５日㈯12時～15時40分
　　　（ステージイベントは13時～）
場所　はくた文化学習館
内容　ちひろトーク＆コンサート、少
年の主張、ハンドベル演奏、カレンダー
作り、人権啓発パネル展示など。

　　人権施策推進課
　　℡２３-３０９５

司
法
書
士
無
料
法

律
相
談

　
　
司
法
書
士
総

合
相
談
セ
ン
タ
ー

℡
０
１
２
０-
１
１

４-

１
０
２
６

日
時
・
場
所　
12

月
19
日
㈯
13
時
～

17
時
、
島
根
県
司

法
書
士
会
館
（
松

江
市
南
田
町
）

相
談
内
容　
相
続
、

イ
ベ
ン
ト

問

申申
問問

申
問

広報やすぎ　2015年12月
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ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
づ
く
り
in

一
風
亭

　
　
や
す
ぎ
ワ
イ
ワ
イ
宣
言

　
　
℡
23-

０
０
０
７ 

　
子
ど
も
を
対
象
と
し
た
ク
リ

ス
マ
ス
リ
ー
ス
作
り
を
企
画
し

ま
し
た
。
手
作
り
の
リ
ー
ス
で

楽
し
い
ク
リ
ス
マ
ス
を
過
ご
し

ま
し
ょ
う
。 

日
時　
12
月
6
日
㈰
10
時
～
12
時

場
所　
や
す
ぎ
懐
古
館
一
風
亭 

内
容　
リ
ー
ス
作
り
、
ケ
ー
キ

プ
レ
ゼ
ン
ト
、飲
食
ブ
ー
ス（
椎

茸
ど
ん
ぶ
り
、
パ
ン
、
コ
ー
ヒ

ー
な
ど
）

●
リ
ー
ス
作
り 

募
集
人
数　
先
着
30
名 

締
切
日　
11
月
30
日
㈪

そ
の
他　
▽
参
加
料
５
０
０
円

▽
小
学
５
年
生
未
満
の
人
は
保

護
者
同
伴

ケ
ン
を
用
意
し
て
前
後
に
付
け

る
こ
と
（
監
督
は
１
番
、
主
将

は
２
番
） 

▽
各
チ
ー
ム
は
ボ
ー

ル
１
球
持
参
す
る
こ
と

第
３
回
安
来
少
年
少
女
囲
碁
大

会
参
加
者
募
集

　
　
日
本
棋
院
安
来
支
部
・
三

島℡
０
９
０-

１
９
６
８-

３
２
９
４

日
時　
11
月
29
日
㈰
10
時
～

場
所　
社
日　

対
象　
幼
児
～
中
学
生
ま
で

内
容　
名
人
戦（
小
学
生
の
部・

中
学
生
の
部
）、
Ａ
級
戦
（
１

～
７
級
）、
Ｂ
級
戦
（
８
級
～

14
級
）、
Ｃ
級
戦
（
15
級
～
20

級
）、初
心
者
戦
（
21
級
以
下
）、

入
門
教
室
コ
ー
ス

そ
の
他　
▽
各
ク
ラ
ス
３
位
ま

で
表
彰　
▽
参
加
無
料　
▽
昼

年
末
年
始
の
証
明
書
の
交
付
な

ど
　
市
民
課
℡
23-

３
０
８
０

　
観
光
交
流
プ
ラ
ザ
の
行
政
サ

ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
（
Ｊ
Ｒ
安
来

駅
隣
接
・
℡
23-

７
６
６
７
）

で
は
、
12
月
31
日
と
１
月
１
日

の
休
業
日
を
除
い
て
、
次
の
業

務
を
行
い
ま
す
。

取
扱
業
務　
▽
イ
エ
ロ
ー
バ
ス

食
は
各
自
で
用
意

第
62
回
赤
屋
元
旦
マ
ラ
ソ
ン
大
会

　
赤
屋　
℡
38-

０
１
４
５

　
赤
屋
体
協
事
務
局
・
川
上

℡
０
９
０-

７
５
４
７-

９
１
４
９

日
時
・
場
所　
平
成
28
年
１
月

１
日
㈮
㈷
受
付
10
時
～
、
赤
屋

　
（
集
合
・
発
着
）

コ
ー
ス　
１
㌔
、
３
㌔
、
５
㌔
、

10
㌔
、
１
㌔
ペ
ア
、
３
㌔
ペ
ア
、

２
０
１
６
歩
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
。

参
加
料　
一
般
５
０
０
円
、
小

中
学
生
お
よ
び
高
校
生
２
０
０

円
（
未
就
学
児
は
無
料
）。

第
７
回
情
報
デ
パ
ー
ト

　
情
報
科
学
高
校
・
吉
田

　
℡
23-

２
７
０
０

　
生
徒
主
体
と
な
っ
て
集
め
た

商
品
の
販
売
実
習
を
今
年
も
開

安
来
市
ふ
れ
あ
い
ビ
ー
チ
ボ
ー

ル
大
会
参
加
チ
ー
ム
募
集

　
　
安
来
市
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
協

会
・
内
藤
（
19
時
以
降
に
）

　
　
℡
22-

２
０
９
５

　
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
を
使
っ
た
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
で
す
。

日
時　
12
月
13
日
㈰
9
時
～

（
受
付
８
時
30
分
～
）

場
所　
日
立
金
属
体
育
館

種
目　
女
性
の
チ
ー
ム
の
み

▽
40
歳
未
満
の
部　
▽
40
歳
以

上
の
部

チ
ー
ム
編
成　
４
人
制
で
１
チ
ー

ム
５
人
ま
で
登
録
可

参
加
料　

２
０
０
０
円
（
ス

ポ
ー
ツ
保
険
に
加
入
し
ま
す
）

申
込
方
法　
　
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切　
12
月
３
日
㈭　

そ
の
他　
▽
各
チ
ー
ム
は
ゼ
ッ

を
除
く
）

※
死
亡
届
、
出
生
届
、
婚
姻
届

な
ど
の
戸
籍
の
届
書
は
、
市
役

所（
安
来
・
広
瀬
・
伯
太
各　
）

の
宿
日
直
窓
口
に
お
い
て
無
休

で
取
り
扱
い
を
し
ま
す
。

※
住
民
票
・
印
鑑
証
明
書
は
12

月
29
日
㈫
～
１
月
３
日
㈰
は
交

付
で
き
ま
せ
ん
。

催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、

ご
来
店
く
だ
さ
い
。

日
時　
▽
12
月
5
日

㈯
10
時
～
14
時
30
分

▽
12
月
6
日
㈰
10
時
～
15
時

場
所　
情
報
科
学
高
校

販
売
品
目
（
予
定
）　
生
鮮
食

品
・
洋
菓
子
・
パ
ン
・
県
内
特

産
品
・
専
門
高
校
実
習
品
・
鮮

魚
・ 

駄
菓
子
・
子
供
服
・
ス
ポ

ー
ツ
用
品
・
文
房
具
・
生
花
・

オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
な
ど
。

そ
の
他　
吹
奏
楽
・
ジ
ャ
ズ
演

奏
な
ど
の
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン

ト
、屋
台
の
出
店
も
あ
り
ま
す
。

一
風
亭
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
団

員
募
集

　
　
や
す
ぎ
懐
古
館
一
風
亭

　
　
℡
23-

０
０
０
７

　
多
く
の
合
唱
団
を
指
導
す
る

原
礼
子
先
生
を
迎
え
、
一
風
亭

を
拠
点
と
し
て
活
動
す
る
コ
ー

ラ
ス
グ
ル
ー
プ
を
結
成
し
ま
す
。

こ
の
グ
ル
ー
プ
で
一
緒
に
活
動

す
る
団
員
を
募
集
し
ま
す
。

活
動
日　
月
２
回
程
度（
第
１・

３
月
曜
日
10
時
～
を
予
定
）

場
所　
や
す
ぎ
懐
古
館
一
風
亭

募
集
人
員　
20
人

の
定
期
（
回
数
）
券
の
即
日
交

付　
▽
戸
籍
謄
抄
本・所
得（
課

税
）
証
明
書
の
取
り
次
ぎ
（
申

請
書
を
受
け
付
け
て
後
日
交

付
）

取
扱
時
間　
７
時
30
分
～
19
時

そ
の
他　
▽
本
人
以
外
の
交
付

の
場
合
は
、制
限
が
あ
り
ま
す
。

▽
手
続
き
の
際
は
本
人
確
認
が

必
要
で
す
。（
バ
ス
券
の
交
付

年末年始の業務

そ
の
他

問

問 問

申

申

問

申

申

申

問

問

交

交

申
問

交

庁
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　市役所関連施設は、年末年始の営業日が通常営業日と異なり下表のよ
うになります。ここに掲載していない施設や営業時間など詳しくは、各
施設に直接お問い合わせください。

施設などの名称 休業日
市役所（水道　を含む） 12月29日㈫ ～１月３日㈰

※宿日直対応市立病院

各地区　、各中央 12月29日㈫ ～１月３日㈰

イエローバス
　※12月30・31日は「日・祝日ダイヤ」で運行

１月１ 日㈮ ～１月３日㈰

市民体育館、安来球場、市民プール、
安来西部球場、安来南体育館
広瀬中央公園、広瀬体育館、伯太体育館

12月29日㈫ ～１月３日㈰

伯太運動広場 12月１日㈫ ～２月28日㈰

市立図書館、ひろせ図書室、はくた図書室 12月29日㈫ ～１月３日㈰
和鋼博物館、歴史資料館（広瀬）
民俗資料館（伯太） 12月29日㈫ ～１月３日㈰

金屋子神話民俗館 12月１日㈫ ～３月31日㈭
加納美術館 12月25日㈮ ～１月10日㈰

清瀬クリーンセンター 12月30日㈬ ～１月３日㈰
高尾クリーンセンター 12月29日㈫ ～１月３日㈰
広瀬一般廃棄物最終処分場 12月29日㈫ ～１月３日㈰
伯太一般廃棄物最終処分場 12月29日㈫ ～１月３日㈰
独松山霊苑 １ 月１日㈮ ・１月２日㈯
上の台緑の村 12月29日㈫ ～２月28日㈰
安来節演芸館、やすぎ懐古館一風亭
広瀬絣センター 12月29日㈫ ～１月３日㈰

つどいの広場 12月28日㈪ ～１月５日㈫
ファミリー・サポートセンター 12月28日㈪ ～１月５日㈫
大塚ふれあいセンター 12月29日㈫ ～１月３日㈰
観光交流プラザ
　※12月29日・30日、１月２日・３日の
　　営業時間は８時30分～17時15分

12月31日㈭・１月１日㈮

道の駅あらエッサ 12月31日㈭ ～１月２日㈯
安来市学習訓練センター 12月31日㈫ ～１月３日㈰

●次の施設は、年末年始休まず営業しますが、営業時間が一部変更と
　なります。

施設などの名称 変更となる日時
夢ランドしらさぎ、ふれあいプラザ（浴室）
富田山荘、湯田山荘

12月30日㈬ ～１月２日㈯
　　 営業時間10時～19時

　　　　　広瀬温泉月山の湯憩いの家 12月31日㈭ ～１月２日㈯
　　 営業時間13時～19時

休
業
日　
左
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い

年
末
の
搬
入
日
時

　
各
施
設
と
も
、
搬
入
前
に
電

話
連
絡
が
必
要
で
す
。
年
末
は

混
み
合
い
ま
す
の
で
、
早
め
の

搬
入
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

▽
清
瀬
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

年末年始の市役所・市関連施設の休業日など

（
℡
27-

０
７
２
７
）
…
12
月

29
日
㈫
16
時
ま
で
。

▽
高
尾
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

（
℡
27-

０
０
５
３
）・
広
瀬
一

般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
（
℡

32-

２
８
７
５
）・
伯
太
一
般

廃
棄
物
最
終
処
分
場
（
℡
37-

０
０
２
６
）
…
12
月
28
日
㈪
16

時
ま
で
。

●
し
尿
の
汲
み
取
り 

休
業
日　
12
月
29
日
㈫
～
１
月

３
日
㈰
※
年
末
は
混
み
合
い
ま

す
の
で
、
早
め
に
収
集
業
者
へ

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

年
末
年
始
の
ご
み
収
集
な
ど

　
環
境
政
策
課
℡
23-

３
１
０
０

●
ご
み
収
集

休
業
日　
▽
Ａ
地
区
…
12
月
29

日
㈫
～
１
月
３
日
㈰　
▽
Ｂ
地
区

…
12
月
30
日
㈬
～
１
月
４
日
㈪

●
処
理
施
設
へ
の
搬
入

問

庁

交 交

広報やすぎ　2015年12月

庁…庁舎
地…地域センター

健…安来市健康福祉センター
　　（広瀬保健センター）

申…申し込み先
問…問い合わせ

交…交流センター
伯…伯太保健センター
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あ

エッサくんと行く

広
報

や
す

ぎ
　

平
成

2
７

年
1
2

月
号

昔さ ぽん
むかし

古紙配合率70％再生紙を使用しています

　清水寺の宝物館の中に、9枚の切板をはりつけた高さ3メー
トル、幅1.4メートルほどの板が納められています。この板は、
芳助の三重塔の設計図といわれており、富谷家から清水寺に
寄進されたもので、三重塔の付属品として県の指定文化財に
指定されています。
　この板を間近で見ると力強い線で三重塔の
全姿が緻密に描かれているのがわかります。
線は定規を使わず筆と墨つぼを利用して書か
れており、当時の大工技術の高さを伝えてい
ます。

やすぎ再発見清水寺三重塔の工作図板（清水町）

三
さ ん

代
だ い

で建
た

てた三
さんじゅうのとう

重塔（後
こ う

編
へ ん

）

　棟
とう

りょう覚
かく

太
た

の死
し

に誰
だれ

もが途
と

方
ほう

に暮
く

れましたが、覚
かく

太
た

の子
こ

・由
ゆの

助
すけ

が「富
とみ

谷
や

家
け

の仕
し

事
ごと

は富
とみ

谷
や

家
け

で完
かん

成
せい

させる」と

誓
ちか

い、その仕
し

事
ごと

を引
ひ

き継
つ

ぐことになりました。ところが

しばらくすると工
こう

事
じ

を始
はじ

めた恵
え

教
きょう

和
お

尚
しょう

が亡
な

くなり、そし

てまた、由
ゆの

助
すけ

も亡
な

くなってしまいました。由
ゆの

助
すけ

には3人
にん

の子
こ

どもがいました。長
ちょう

男
なん

の唯
ただ

市
いち

は棟
とう

りょうの器
うつわ

があり、

次
じ

男
なん

の計
けい

助
すけ

は彫
ちょう

刻
こく

が巧
たく

みで、三
さん

男
なん

の芳
よし

助
すけ

は設
せっ

計
けい

が得
とく

意
い

で

した。そこで長
ちょう

男
なん

・唯
ただ

市
いち

が棟
とう

りょうを継
つ

ぎ、2
ふ た り

人の弟
おとうと

と

協
きょう

力
りょく

して仕
し

事
ごと

にとりかかりました。まさに富
とみ

谷
や

家
け

三
さん

代
だい

の

誇
ほこ

りをかけて、この仕
し

事
ごと

に挑
いど

んだのでした。

　塔
とう

をつくっているとき、唯
ただ

市
いち

の元
もと

にこの大
おお

仕
し

事
ごと

をさせ

てほしいとたくさんの大
だい

工
く

がやってきました。唯
ただ

市
いち

は道
どう

具
ぐ

の手
て

入
い

れをおろそかにする者
もの

、また、すぐに設
せっ

計
けい

図
ず

を

見
み

ようとしない者
もの

は、決
けっ

して雇
やと

おうとはしませんでした。

なぜなら腕
うで

の良
よ

い大
だい

工
く

でしかこの難
むずか

しい工
こう

事
じ

ができない

と思
おも

っていたからです。

　1859年
ねん

、富
とみ

谷
や

家
け

三
さん

代
だい

と優
すぐ

れた大
だい

工
く

たちの手
て

によって、

三
さんじゅうのとう

重塔が完
かん

成
せい

しました。九
く

輪
りん

の宝
ほう

塔
とう

などの銅
どう

器
き

は宇
う

波
なみ

、

金
かな

具
ぐ

類
るい

は新
しん

町
まち

、屋
や

根
ね

瓦
がわら

は細
ほそ

井
い

の職
しょく

人
にん

がつくり、安
やす

来
ぎ

のす

ばらしい技
ぎ

術
じゅつ

も

多
おお

く使
つか

われてい

ます。富
とみ

谷
や

兄
きょう

弟
だい

は、感
かん

激
げき

のあま

り苦
く

労
ろう

を忘
わす

れ、

涙
なみだ

を流
なが

して喜
よろこ

び

ました。こうし

て三
さんじゅうのとう

重塔は33

年
ねん

もの月
つき

日
ひ

を経
へ

て見
み

事
ごと

に完
かん

成
せい

し

たのです。

エッサ

四コママンガ

（前
ぜん

月
げつ

号
ごう

からのつづき）

▼

清水寺三重塔
の工作図板。
▼拡大図。はっ
きりと三重塔が
描かれている。


